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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

独居老人などの一人暮らしの人とのコミュニケーションをなし得るパートナーロボットで

あって、撮像装置と、マイクと、スピーカーと、制御装置とを有し、　前記制御装置は、

入力部と、データ格納部と、プログラム格納部と、演算処理部と、出力信号生成部と、出

力部とを含み、　前記データ格納部には、前記撮像装置により撮像された画像データ、前

記マイクからの音声信号、一人暮らしの人の状態パターンデータと、同人の音声パターン

データと、前記パートナーロボットの動作パターンデータと、前記スピーカーから出力さ

れる音声パターンデータとが格納され、　前記プログラム格納部には、前記パートナーロ

ボットの動作を実行するために必要なプログラムが格納され、前記演算処理部は、状態判

定手段と、動作パターン選択手段とを有し、　前記状態判定手段は、前記撮像装置により

撮像された一人暮らしの人の画像と、前記マイクからの同人の音声信号と、前記データ格

納部に格納されている同人の状態パターンデータと、同人の音声パターンデータとに基づ

いて同人の状態を判定し、　前記動作パターン選択手段は、前記状態判定手段の判定結果

に基づいて前記パートナーロボットの動作パターンを選択し、　前記パートナーロボット

は、殻状に形成された外殻を有する起き上がり小法師状とされ、かつ起き上がり小法師状

の動作可能とされて台座に載置され、前記外殻および前記台座の各内部に収納される内部

構成要素を備え、前記外殻は、頭部外殻と頸部外殻と胴部外殻と底部外殻とを含み、前記

底部外殻は、前記台座に固定され、前記内部構成要素は、前記頭部外殻と前記頸部外殻と

前記胴部外殻とを駆動する駆動機構と、前記制御装置とを含み、前記駆動機構が、頭部を
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傾 動 さ せ る 頭 部 傾 動 機 構 と 、 頭 部 を 回 動 さ せ る 頭 部 回 動 機 構 と 、 胴 部 を 傾 動 さ せ る 胴 部 傾

動 機 構 と を 備 え 、 前 記 頭 部 傾 動 機 構 が 、 頭 部 を 前 後 動 さ せ る 頭 部 前 後 動 機 構 と 、 頭 部 を 左

右 動 さ せ る 頭 部 左 右 動 機 構 と を 含 み 、 　 胴 部 傾 動 機 構 が 、 胴 部 を 前 後 動 さ せ る 胴 部 前 後 動

機 構 と 、 胴 部 を 左 右 動 さ せ る 胴 部 左 右 動 機 構 と を 含 み 、 頭 部 傾 動 動 作 と 、 頭 部 回 動 動 作 と

、 胴 部 傾 動 動 作 と の 組 み 合 わ せ に よ り 感 情 表 現 を な す よ う に さ れ 、 前 記 駆 動 機 構 の 前 記 頭

部 外 殻 と 前 記 頸 部 外 殻 と 前 記 胴 部 外 殻 と の 駆 動 に よ り な さ れ る 、 前 記 動 作 パ タ ー ン 選 択 手

段 に よ り 選 択 さ れ た 動 作 パ タ ー ン に よ る 頭 部 と 頸 部 と 胴 部 と の 動 作 に よ り 感 情 表 現 が な し

得 る よ う に さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト 。

【 請 求 項 ２ 】

頭 部 傾 動 機 構 が 、 頭 部 傾 動 左 側 モ ー タ お よ び 頭 部 傾 動 右 側 モ ー タ と 、 頭 部 傾 動 ブ ロ ッ ク 体

と 、 駆 動 ワ イ ヤ と を 含 み 、 　 前 記 頭 部 傾 動 左 側 モ ー タ お よ び 頭 部 傾 動 右 側 モ ー タ が 胴 部 外

殻 内 に 集 約 さ れ 、 　 前 記 頭 部 傾 動 ブ ロ ッ ク 体 は 、 頭 部 外 殻 内 に 配 設 さ れ 、 　 前 記 駆 動 ワ イ

ヤ は 、 前 記 頭 部 傾 動 左 側 モ ー タ お よ び 頭 部 傾 動 右 側 モ ー タ に そ れ ぞ れ 駆 動 さ れ る 左 側 駆 動

ワ イ ヤ お よ び 右 側 駆 動 ワ イ ヤ を 含 み 、 　 前 記 左 側 駆 動 ワ イ ヤ お よ び 右 側 駆 動 ワ イ ヤ が 前 記

頭 部 傾 動 ブ ロ ッ ク 体 を 前 後 動 さ せ る よ う 駆 動 さ れ る こ と に よ り 前 記 頭 部 傾 動 機 構 が 頭 部 前

後 動 機 構 と な り 、 前 記 左 側 駆 動 ワ イ ヤ お よ び 右 側 駆 動 ワ イ ヤ が 前 記 頭 部 傾 動 ブ ロ ッ ク 体 を

左 右 動 さ せ る よ う 駆 動 さ れ る こ と に よ り 前 記 頭 部 傾 動 機 構 が 頭 部 左 右 動 機 構 と な る こ と を

特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト 。

【 請 求 項 ３ 】

演 算 処 理 手 段 は 、 音 声 パ タ ー ン 選 択 手 段 を 付 加 し て 有 し 、 前 記 音 声 パ タ ー ン 選 択 手 段 は 、

状 態 判 定 手 段 の 判 定 結 果 に 基 づ い て ス ピ ー カ ー か ら 出 力 さ れ る 音 声 パ タ ー ン デ ー タ を 選 択

す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト 。

【 請 求 項 ４ 】

パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト と 、 遠 隔 制 御 装 置 と 、 前 記 パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト と 前 記 遠 隔 制 御 装 置 と

を 接 続 す る 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク と を 備 え 、 　 前 記 パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト は 、 前 記 通 信 ネ ッ ト ワ

ー ク を 介 し て 撮 像 装 置 に よ り 撮 像 さ れ た 画 像 デ ー タ お よ び マ イ ク か ら の 音 声 信 号 を 含 む デ

ー タ が 前 記 遠 隔 制 御 装 置 と の 間 で 通 信 可 能 、 か つ 、 遠 隔 制 御 可 能 と さ れ た 前 記 請 求 項 の い

ず れ か 一 項 に 記 載 さ れ た パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト と さ れ 、 　 前 記 遠 隔 制 御 装 置 は 、 前 記 パ ー ト

ナ ー ロ ボ ッ ト か ら 送 信 さ れ て き た 一 人 暮 ら し の 人 の 画 像 と 、 前 記 一 人 暮 ら し の 人 の 音 声 信

号 と に 基 づ い て 同 人 の 状 態 を 判 定 し 、 前 記 判 定 結 果 に 基 づ い て 同 パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト に 動

作 パ タ ー ン お よ び 音 声 パ タ ー ン を 自 動 的 に 指 示 す る こ と を 特 徴 と す る パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト

の 遠 隔 制 御 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ５ 】

遠 隔 制 御 装 置 に 入 力 装 置 と 、 画 像 表 示 装 置 と 、 音 声 出 力 装 置 と が 付 設 さ れ て な る こ と を 特

徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト の 遠 隔 制 御 シ ス テ ム 。

【 請 求 項 ６ 】

入 力 装 置 か ら の 入 力 に 応 答 し て パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト に 動 作 パ タ ー ン お よ び 音 声 パ タ ー ン を

指 示 す る よ う に さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト の 遠 隔 制

御 シ ス テ ム 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト お よ び そ の 遠 隔 制 御 シ ス テ ム に 関 す る 。 さ ら に 詳 し く は 、

一 人 暮 ら し の 高 齢 者 と 高 度 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を な し 得 る パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト お よ び そ

の 遠 隔 制 御 シ ス テ ム に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 よ り 、 一 人 暮 ら し の 高 齢 者 (以 下 、 独 居 老 人 と い う )の 相 手 を す る ロ ボ ッ ト が 種 々 提

案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 玩 具 と し て だ け で な く 、 人 間 に と っ て 癒 し の 効 果 を 有 し 、 か

つ 、 人 間 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る こ と の で き る 縫 い ぐ る み ロ ボ ッ ト が 提 案 さ れ て い る

。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の 提 案 に 係 る 縫 い ぐ る み ロ ボ ッ ト は 、 触 ら れ た と き の 力 加 減

に 応 じ て 腕 や 脚 が 動 作 す る と い う 単 純 な も の で あ る の で 、 す ぐ に 飽 き ら れ て し ま う と い う

欠 点 を 有 し て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 な お 、 人 間 を 目 標 と し て 攻 撃 す る ロ ボ ッ ト 玩 具 が 、 特 許 文 献 ２ に 提 案 さ れ て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ９ － ２ ９ １ ３ ２ ８ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ８ ６ ８ ５ ９ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は か か る 従 来 技 術 の 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ っ て 、 独 居 老 人 な ど の 一 人 暮 ら

し の 人 と の 高 度 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を な し 得 る パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト お よ び そ の 遠 隔 制 御

シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

本 発 明 の 第 １ 形 態 は 、 独 居 老 人 な ど の 一 人 暮 ら し の 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を な し 得 る

パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト で あ っ て 、 撮 像 装 置 と 、 マ イ ク と 、 ス ピ ー カ ー と 、 制 御 装 置 と を 有 し

、 　 前 記 制 御 装 置 は 、 入 力 部 と 、 デ ー タ 格 納 部 と 、 プ ロ グ ラ ム 格 納 部 と 、 演 算 処 理 部 と 、

出 力 信 号 生 成 部 と 、 出 力 部 と を 含 み 、 　 前 記 デ ー タ 格 納 部 に は 、 前 記 撮 像 装 置 に よ り 撮 像

さ れ た 画 像 デ ー タ 、 前 記 マ イ ク か ら の 音 声 信 号 、 一 人 暮 ら し の 人 の 状 態 パ タ ー ン デ ー タ と

、 同 人 の 音 声 パ タ ー ン デ ー タ と 、 前 記 パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト の 動 作 パ タ ー ン デ ー タ と 、 前 記

ス ピ ー カ ー か ら 出 力 さ れ る 音 声 パ タ ー ン デ ー タ と が 格 納 さ れ 、 　 前 記 プ ロ グ ラ ム 格 納 部 に

は 、 前 記 パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト の 動 作 を 実 行 す る た め に 必 要 な プ ロ グ ラ ム が 格 納 さ れ 、 前 記

演 算 処 理 部 は 、 状 態 判 定 手 段 と 、 動 作 パ タ ー ン 選 択 手 段 と を 有 し 、 　 前 記 状 態 判 定 手 段 は

、 前 記 撮 像 装 置 に よ り 撮 像 さ れ た 一 人 暮 ら し の 人 の 画 像 と 、 前 記 マ イ ク か ら の 同 人 の 音 声

信 号 と 、 前 記 デ ー タ 格 納 部 に 格 納 さ れ て い る 同 人 の 状 態 パ タ ー ン デ ー タ と 、 同 人 の 音 声 パ

タ ー ン デ ー タ と に 基 づ い て 同 人 の 状 態 を 判 定 し 、 　 前 記 動 作 パ タ ー ン 選 択 手 段 は 、 前 記 状

態 判 定 手 段 の 判 定 結 果 に 基 づ い て 前 記 パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト の 動 作 パ タ ー ン を 選 択 し 、 　 前

記 パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト は 、 殻 状 に 形 成 さ れ た 外 殻 を 有 す る 起 き 上 が り 小 法 師 状 と さ れ 、 か

つ 起 き 上 が り 小 法 師 状 の 動 作 可 能 と さ れ て 台 座 に 載 置 さ れ 、 前 記 外 殻 お よ び 前 記 台 座 の 各

内 部 に 収 納 さ れ る 内 部 構 成 要 素 を 備 え 、 前 記 外 殻 は 、 頭 部 外 殻 と 頸 部 外 殻 と 胴 部 外 殻 と 底

部 外 殻 と を 含 み 、 前 記 底 部 外 殻 は 、 前 記 台 座 に 固 定 さ れ 、 前 記 内 部 構 成 要 素 は 、 前 記 頭 部

外 殻 と 前 記 頸 部 外 殻 と 前 記 胴 部 外 殻 と を 駆 動 す る 駆 動 機 構 と 、 前 記 制 御 装 置 と を 含 み 、 前

記 駆 動 機 構 が 、 頭 部 を 傾 動 さ せ る 頭 部 傾 動 機 構 と 、 頭 部 を 回 動 さ せ る 頭 部 回 動 機 構 と 、 胴

部 を 傾 動 さ せ る 胴 部 傾 動 機 構 と を 備 え 、 前 記 頭 部 傾 動 機 構 が 、 頭 部 を 前 後 動 さ せ る 頭 部 前

後 動 機 構 と 、 頭 部 を 左 右 動 さ せ る 頭 部 左 右 動 機 構 と を 含 み 、 　 胴 部 傾 動 機 構 が 、 胴 部 を 前

後 動 さ せ る 胴 部 前 後 動 機 構 と 、 胴 部 を 左 右 動 さ せ る 胴 部 左 右 動 機 構 と を 含 み 、 頭 部 傾 動 動

作 と 、 頭 部 回 動 動 作 と 、 胴 部 傾 動 動 作 と の 組 み 合 わ せ に よ り 感 情 表 現 を な す よ う に さ れ 、

前 記 駆 動 機 構 の 前 記 頭 部 外 殻 と 前 記 頸 部 外 殻 と 前 記 胴 部 外 殻 と の 駆 動 に よ り な さ れ る 、 前

記 動 作 パ タ ー ン 選 択 手 段 に よ り 選 択 さ れ た 動 作 パ タ ー ン に よ る 頭 部 と 頸 部 と 胴 部 と の 動 作

に よ り 感 情 表 現 が な し 得 る よ う に さ れ て な る こ と を 特 徴 と す る パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト と さ れ

る 。

【 ０ ０ １ １ 】
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本 発 明 の 第 １ 形 態 の パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト の 第 ２ 態 様 は 、 頭 部 傾 動 機 構 が 、 頭 部 傾 動 左 側 モ

ー タ お よ び 頭 部 傾 動 右 側 モ ー タ と 、 頭 部 傾 動 ブ ロ ッ ク 体 と 、 駆 動 ワ イ ヤ と を 含 み 、 前 記

頭 部 傾 動 左 側 モ ー タ お よ び 頭 部 傾 動 右 側 モ ー タ が 胴 部 外 殻 内 に 集 約 さ れ 、 前 記 頭 部 傾 動 ブ

ロ ッ ク 体 は 、 頭 部 外 殻 内 に 配 設 さ れ 、 前 記 駆 動 ワ イ ヤ は 、 前 記 頭 部 傾 動 左 側 モ ー タ お よ び

頭 部 傾 動 右 側 モ ー タ に そ れ ぞ れ 駆 動 さ れ る 左 側 駆 動 ワ イ ヤ お よ び 右 側 駆 動 ワ イ ヤ を 含 み 、

前 記 左 側 駆 動 ワ イ ヤ お よ び 右 側 駆 動 ワ イ ヤ が 前 記 頭 部 傾 動 ブ ロ ッ ク 体 を 前 後 動 さ せ る よ う

駆 動 さ れ る こ と に よ り 前 記 頭 部 傾 動 機 構 が 頭 部 前 後 動 機 構 と な り 、 前 記 左 側 駆 動 ワ イ ヤ お

よ び 右 側 駆 動 ワ イ ヤ が 前 記 頭 部 傾 動 ブ ロ ッ ク 体 を 左 右 動 さ せ る よ う 駆 動 さ れ る こ と に よ り

前 記 頭 部 傾 動 機 構 が 頭 部 左 右 動 機 構 と な る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

演 算 処 理 手 段 は 、 音 声 パ タ ー ン 選 択 手 段 を 付 加 し て 有 し 、 前 記 音 声 パ タ ー ン 選 択 手 段 は 、

状 態 判 定 手 段 の 判 定 結 果 に 基 づ い て ス ピ ー カ ー か ら 出 力 さ れ る 音 声 パ タ ー ン デ ー タ を 選 択

す る の が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト と 、 遠 隔 制 御 装 置 と 、 前 記 パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト と 前 記 遠 隔 制 御 装 置 と

を 接 続 す る 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク と を 備 え 、 前 記 パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト は 、 前 記 通 信 ネ ッ ト ワ ー

ク を 介 し て 撮 像 装 置 に よ り 撮 像 さ れ た 画 像 デ ー タ お よ び マ イ ク か ら の 音 声 信 号 を 含 む デ ー

タ が 前 記 遠 隔 制 御 装 置 と の 間 で 通 信 可 能 、 か つ 、 遠 隔 制 御 可 能 と さ れ た 前 記 請 求 項 の い ず

れ か 一 項 に 記 載 さ れ た パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト と さ れ 、 前 記 遠 隔 制 御 装 置 は 、 前 記 パ ー ト ナ ー

ロ ボ ッ ト か ら 送 信 さ れ て き た 一 人 暮 ら し の 人 の 画 像 と 、 前 記 一 人 暮 ら し の 人 の 音 声 信 号 と

に 基 づ い て 同 人 の 状 態 を 判 定 し 、 前 記 判 定 結 果 に 基 づ い て 同 パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト に 動 作 パ

タ ー ン お よ び 音 声 パ タ ー ン を 自 動 的 に 指 示 す る こ と を 特 徴 と す る パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト の 遠

隔 制 御 シ ス テ ム と さ れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 の 第 ２ 形 態 に お い て は 、 遠 隔 制 御 装 置 に 入 力 装 置 と 、 画 像 表 示 装 置 と 、 音 声 出 力

装 置 と が 付 設 さ れ て な る の が 好 ま し い 。 そ の 場 合 、 入 力 装 置 か ら の 入 力 に 応 答 し て パ ー ト

ナ ー ロ ボ ッ ト に 動 作 パ タ ー ン お よ び 音 声 パ タ ー ン を 指 示 す る す る よ う に さ れ て な る の が さ

ら に 好 ま し い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 は 前 記 の 如 く 構 成 さ れ て い る の で 、 独 居 老 人 な ど の 一 人 暮 ら し の 人 の パ ー ト ナ ー

ロ ボ ッ ト と な る こ と が で き る と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 １ に 係 る パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 同 側 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 同 ス ケ ル ト ン 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 同 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 頭 部 前 後 動 機 構 の 二 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 頭 部 左 右 動 機 構 の 二 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 頸 部 お よ び 胴 部 取 付 部 の 概 略 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 頭 部 回 動 機 構 の 二 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 胴 前 後 動 機 構 の 三 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 胴 左 右 動 機 構 の 三 面 図 で あ る 。

【 図 １ １ 】 同 ロ ボ ッ ト の 制 御 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 同 ロ ボ ッ ト の 動 作 パ タ ー ン の 一 例 の 概 略 図 で あ っ て 、 「 同 意 し て い る 状 態 」 を

示 す も の で あ る 。

【 図 １ ３ 】 同 ロ ボ ッ ト の 動 作 パ タ ー ン の 他 の 例 の 概 略 図 で あ っ て 、 「 同 意 し て い な い 状 態

」 を 示 す も の で あ る 。

【 図 １ ４ 】 同 ロ ボ ッ ト の 動 作 パ タ ー ン の 他 の 例 の 概 略 図 で あ っ て 、 「 お じ ぎ を し て い る 状
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態 」 を 示 す も の で あ る 。

【 図 １ ５ 】 同 ロ ボ ッ ト の 動 作 パ タ ー ン の 他 の 例 の 概 略 図 で あ っ て 、 「 理 解 で き な い 状 態 」

を 示 す も の で あ る 。

【 図 １ ６ 】 同 ロ ボ ッ ト の 動 作 パ タ ー ン の 他 の 例 の 概 略 図 で あ っ て 、 「 び っ く り し て い る 状

態 」 を 示 す も の で あ る 。

【 図 １ ７ 】 同 ロ ボ ッ ト の 動 作 パ タ ー ン の 他 の 例 の 概 略 図 で あ っ て 、 「 喜 ん で い る 状 態 」 を

示 す も の で あ る 。

【 図 １ ８ 】 同 ロ ボ ッ ト の 動 作 パ タ ー ン の 他 の 例 の 概 略 図 で あ っ て 、 「 怒 っ て い る 状 態 」 を

示 す も の で あ る 。

【 図 １ ９ 】 同 ロ ボ ッ ト の 動 作 パ タ ー ン の 他 の 例 の 概 略 図 で あ っ て 、 「 悲 し ん で い る 状 態 」

を 示 す も の で あ る 。

【 図 ２ ０ 】 同 ロ ボ ッ ト の 演 算 処 理 部 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に 係 る パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ２ 】 同 ロ ボ ッ ト の 正 面 イ メ ー ジ 図 で あ る 。

【 図 ２ ３ 】 同 側 面 イ メ ー ジ 図 で あ る 。

【 図 ２ ４ 】 同 ロ ボ ッ ト の ス ケ ル ト ン 図 で あ る 。

【 図 ２ ５ 】 同 ロ ボ ッ ト の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ２ ６ 】 同 ロ ボ ッ ト の 主 支 持 体 の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ７ 】 同 側 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ８ 】 同 ロ ボ ッ ト の 頭 部 傾 動 機 構 の 頭 部 側 機 構 の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ２ ９ 】 同 側 面 図 で あ る 。

【 図 ３ ０ 】 同 頭 部 傾 動 機 構 の 底 部 側 機 構 の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ３ １ 】 同 側 面 図 で あ る 。

【 図 ３ ２ 】 同 頭 部 傾 動 機 構 の 頭 部 傾 動 ブ ッ ク 体 の 上 傾 動 板 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ３ ３ 】 同 ロ ボ ッ ト の 胴 部 傾 動 機 構 の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ３ ４ 】 同 側 面 図 で あ る 。

【 図 ３ ５ 】 同 ガ イ ド ブ ロ ッ ク 体 の 二 面 図 で あ る 。

【 図 ３ ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ３ に 係 る 遠 隔 制 御 シ ス テ ム の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ３ ７ 】 同 シ ス テ ム の 遠 隔 制 御 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 図 ３ ８ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 ４ に 係 る 遠 隔 制 御 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ９ 】

　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 を 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 す る が 、 本 発 明 は か か

る 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 実 施 形 態 １

　 本 発 明 の 実 施 形 態 １ を 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す 。 実 施 形 態 １ は 、 パ ー ト ナ ー ロ ボ ッ ト (以

下 、 単 に ロ ボ ッ ト と い う )Ｒ に 関 す る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 ロ ボ ッ ト Ｒ は 、 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 殻 状 に 形 成 さ れ た 外 殻 Ｓ を 有 す る 起 き 上

が り 小 法 師 状 と さ れ 、 頭 部 １ と 、 頸 部 ２ と 、 胴 部 ３ と 、 底 部 ４ と を 含 む も の と さ れ 、 台 座

５ に 載 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ロ ボ ッ ト Ｒ は 、 よ り 具 体 的 に は 、 頭 部 １ と 頸 部 ２ と 胴 部 ３ と 底 部 ４ と は 殻 状 の 外 殻 Ｓ か

ら な る も の と さ れ 、 外 殻 Ｓ お よ び 台 座 ５ の 各 内 部 に 収 納 さ れ る 内 部 構 成 要 素 ６ を 備 え 、 内

部 構 成 要 素 ６ を 構 成 す る タ イ マ ー Ｔ に よ り 所 定 時 刻 に 起 動 、 停 止 さ れ る よ う に さ れ て な る

も の と さ れ る (図 ３ お よ び 図 ４ 参 照 )。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 頭 部 １ は 前 後 お よ び 左 右 に 傾 動 自 在 な ら び に 回 動 自 在 と さ れ 、 頭 部 １ 内 部 に は 天 辺 部 分

に ス ピ ー カ ー Ｐ が 配 設 さ れ て い る (図 ４ お よ び 図 ６ 参 照 )。 頭 部 外 殻 Ｓ １ は 、 底 部 の 一 部 が
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切 り 欠 か れ た 球 状 と さ れ て な る も の と さ れ る 。 眼 Ｅ は 、 例 え ば 発 光 ダ イ オ ー ド か ら な る も

の と さ れ 、 状 況 に 応 じ て 眼 球 の 色 彩 お よ び 光 度 が 変 化 す る よ う に さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 頸 部 ２ は 頸 部 上 部 ２ ａ と 頸 部 本 体 ２ ｂ と 蓋 ２ ｃ と を 含 み 、 後 述 す る 頭 部 傾 動 機 構 ３ ０ を

介 し て 頭 部 外 殻 Ｓ １ 内 面 と 接 合 さ れ て 頭 部 １ と 一 体 的 に 回 動 可 能 と さ れ る 。 頸 部 外 殻 Ｓ ２

は 、 頭 部 １ 内 部 に 摺 動 自 在 に 配 設 さ れ る 半 球 状 の 頸 部 外 殻 上 部 Ｓ ２ ａ と 、 頸 部 外 殻 上 部 Ｓ

２ ａ の 下 部 の 若 干 後 方 に 偏 心 さ せ て 一 体 的 に 形 成 さ れ る 円 筒 状 の 頸 部 外 殻 本 体 Ｓ ２ ｂ と を

含 む も の と さ れ る 。 頸 部 本 体 外 殻 Ｓ ２ ｂ の 底 部 に は 、 中 央 に 後 述 す る 頭 部 回 動 軸 ３ ６ ｂ が

貫 通 す る た め の 透 孔 を 有 す る 蓋 外 殻 Ｓ ２ ｃ が 設 け ら れ て 有 底 状 に 形 成 さ れ て な る も の さ れ

る 。 な お 、 蓋 外 殻 Ｓ ２ ｃ は 後 述 す る 内 部 構 成 要 素 ６ の 頭 部 回 動 機 構 ３ ６ に 装 着 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 胴 部 ３ は 前 後 お よ び 左 右 に 傾 動 自 在 と さ れ る 。 胴 部 外 殻 Ｓ ３ は 、 ス カ ー ト 状 の 胴 部 外 殻

上 部 Ｓ ３ ａ と 、 胴 部 外 殻 上 部 Ｓ ３ ａ 下 端 か ら 先 細 球 面 状 に 一 体 的 に 形 成 さ れ た 胴 部 外 殻 下

部 Ｓ ３ ｂ と を 含 む も の と さ れ る 。 胴 部 外 殻 上 部 Ｓ ３ ａ 上 端 部 に 内 部 構 成 要 素 ６ と の 係 止 部

材 を 有 す る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 底 部 ４ は 台 座 ５ に 載 置 さ れ て そ の 上 半 部 が 胴 部 ３ 下 部 に カ バ ー さ れ て い る 。 底 部 外 殻 Ｓ

４ は 、 底 部 中 央 が 切 り 欠 か れ た 皿 状 と さ れ 、 胴 部 外 殻 下 部 Ｓ ３ ｂ の 下 半 部 が 摺 動 自 在 に 配

設 さ れ る 。 底 部 外 殻 Ｓ ４ は 、 台 座 ５ 上 面 に 、 例 え ば ビ ス 留 め に て 固 定 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 内 部 構 成 要 素 ６ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 頭 部 外 殻 Ｓ １ 、 頸 部 外 殻 Ｓ ２ お よ び 胴 部 外 殻 Ｓ

３ を 駆 動 す る 駆 動 機 構 １ ０ と 、 駆 動 機 構 １ ０ を 制 御 す る 制 御 装 置 ２ ０ と 、 撮 像 装 置 Ｖ と 、

マ イ ク Ｍ と 、 タ イ マ ー Ｔ と バ ッ テ リ ー Ｂ と を 含 む も の と さ れ る 。 バ ッ テ リ ー Ｂ は 、 駆 動 機

構 １ ０ お よ び 制 御 装 置 ２ ０ へ 電 力 を 供 給 す る も の と さ れ る 。 な お 、 駆 動 機 構 １ ０ お よ び 制

御 装 置 ２ ０ へ の 電 力 は 、 外 部 電 源 か ら 供 給 さ れ る よ う に さ れ て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 駆 動 機 構 １ ０ は 、 頭 部 外 殻 Ｓ １ 、 頸 部 外 殻 Ｓ ２ 、 胴 部 外 殻 Ｓ ３ お よ び 底 部 外 殻 Ｓ ４ の 内

部 に 配 設 さ れ る 一 方 、 タ イ マ ー Ｔ 、 制 御 装 置 ２ ０ お よ び バ ッ テ リ ー Ｂ は 台 座 ５ 内 部 に 配 設

さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 頭 部 １ を 傾 動 さ せ る 頭 部 傾 動 機 構 ３ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 頭 部 １ を 所 定 角 度 範 囲 内

で 前 後 方 向 に 傾 動 さ せ る 頭 部 前 後 動 機 構 ３ １ と 、 頭 部 １ を 所 定 角 度 範 囲 内 で 左 右 方 向 に 傾

動 さ せ る 頭 部 左 右 動 機 構 ３ ２ と 、 を 含 む も の と さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 頭 部 左 右 動 機 構

３ ２ の 頭 部 左 右 動 モ ー タ ３ ２ ａ が 頭 部 前 後 動 機 構 ３ １ の 頭 部 前 後 動 体 ３ １ ｄ 内 部 に 配 設 さ

れ る よ う に さ れ て い る 。 ま た 、 頭 部 前 後 動 機 構 ３ １ は 、 後 述 す る 頭 部 回 動 機 構 ３ ６ の 頭 部

回 動 板 ３ ６ ａ に 配 設 さ れ る よ う に さ れ て い る (図 ５ 、 図 ６ お よ び 図 ７ 参 照 )。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 頭 部 前 後 動 機 構 ３ １ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 頭 部 前 後 動 体 支 持 部 材 ３ １ ａ と 、 頭 部 前 後

動 モ ー タ ３ １ ｂ と 、 減 速 機 構 ３ １ ｃ と 、 頭 部 前 後 動 体 ３ １ ｄ と 、 原 点 セ ン サ Ｄ と を 含 む も

の と さ れ 、 頭 部 前 後 動 体 ３ １ ｄ が 頭 部 外 殻 Ｓ １ 内 面 と 適 宜 手 段 、 具 体 的 に は 頭 部 左 右 動 体

３ ２ ｂ を 介 し て 接 合 さ れ る こ と に よ り 、 頭 部 前 後 動 体 ３ １ ｄ の 前 後 動 に 呼 応 し て 頭 部 １ が

前 後 動 す る 。 ま た 、 頭 部 １ の 前 後 動 に よ る 角 度 は 所 定 範 囲 内 に 制 限 さ れ て い る 。 な お 、 角

度 は 本 実 施 形 態 で は 、 前 後 ３ ０ 度 （ － ３ ０ 度 な い し ＋ ３ ０ 度 ） の 範 囲 と さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 頭 部 前 後 動 体 支 持 部 材 ３ １ ａ は 、 底 板 ３ １ ｆ と 底 板 ３ １ ｆ 両 側 面 に 位 置 す る 一 対 の 起 立

板 ３ １ ｇ と を 含 む も の と さ れ る 。 底 板 ３ １ ｆ は 、 後 述 す る 頭 部 回 動 機 構 ３ ６ の 頭 部 回 動 板

３ ６ ａ 上 面 に 、 例 え ば ボ ル ト ・ ナ ッ ト 留 め に て 固 着 さ れ て い る 。 起 立 板 ３ １ ｇ は 、 明 瞭 に

は 図 示 は さ れ て い な い が 、 幅 広 の 下 部 と 幅 狭 の 上 部 と を 含 む も の と さ れ 、 上 部 に 回 動 軸 ３

１ ｈ が 軸 受 を 介 し て 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 ま た 、 上 部 の 頂 部 は 、 明 瞭 に は 図 示 は さ

れ て い な い が 、 円 弧 状 に 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】

　 頭 部 前 後 動 モ ー タ ３ １ ｂ は 、 エ ン コ ー ダ お よ び 駆 動 軸 の 先 端 部 に 減 速 機 構 ３ １ ｃ の 小 歯

車 と 噛 合 す る 歯 車 を 備 え る も の と さ れ 、 モ ー タ 前 面 が 頭 部 前 後 動 体 支 持 部 材 ３ １ ａ の 一 方

の 起 立 板 ３ １ ｇ に 適 宜 手 段 、 例 え ば ボ ル ト 留 め に て 固 着 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 減 速 機 構 ３ １ ｃ は 、 前 述 し た 小 歯 車 と 、 小 歯 車 と 噛 合 す る 大 歯 車 と を 有 す る も の と さ れ

る 。 大 歯 車 に は 頭 部 前 後 動 体 ３ １ ｄ の 一 方 の 回 動 軸 ３ １ ｈ が 嵌 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 頭 部 前 後 動 体 ３ １ ｄ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 底 板 ３ １ ｉ と 、 前 方 に 位 置 し 下 端 部 が 底 板

３ １ ｉ に 接 合 さ れ る 前 側 板 ３ １ ｊ と 、 後 方 に 位 置 し 下 端 部 が 底 板 ３ １ ｉ に 接 合 さ れ る 後 側

板 ３ １ ｋ と 、 側 面 に 位 置 し 前 側 板 ３ １ ｊ と 後 側 板 ３ １ ｋ と を 連 結 す る 一 対 の 連 結 板 ３ １ ｍ

と を 有 す る も の と さ れ て い る 。 連 結 板 ３ １ ｍ の 側 面 に は 軸 心 を 一 致 さ せ て 回 動 軸 ３ １ ｈ が

外 方 に 向 け て 配 設 さ れ て い る 。 一 方 の 回 動 軸 ３ １ ｈ は 、 前 述 し た よ う に 、 頭 部 前 後 動 体 支

持 部 材 ３ １ ａ の 起 立 板 ３ １ ｇ の 一 方 の 側 面 を 貫 通 し て 大 歯 車 の 中 心 に 嵌 合 さ れ て い る 。 ま

た 、 他 方 の 回 動 軸 ３ １ ｈ は 、 頭 部 前 後 動 体 支 持 部 材 ３ １ ａ の 起 立 板 ３ １ ｇ の 他 方 の 側 面 を

貫 通 し て 原 点 セ ン サ Ｄ の 遮 蔽 板 （ 図 示 省 略 ） の 中 心 に 嵌 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 こ こ で 、 頭 部 前 後 動 体 ３ １ ｄ は 、 後 述 す る 頭 部 左 右 動 機 構 ３ ２ の 頭 部 左 右 動 モ ー タ ３ ２

ａ お よ び 頭 部 左 右 動 体 ３ ２ ｄ の 支 持 部 材 と し て も 機 能 す る 。 つ ま り 、 後 述 す る 頭 部 左 右 動

モ ー タ ３ ２ ａ が 駆 動 軸 を 後 側 板 ３ １ ｋ 側 に 向 け て 載 置 さ れ る と と も に 、 後 述 す る 回 動 軸 ３

２ ｃ を 介 し て 頭 部 左 右 動 体 ３ ２ ｄ が 支 持 さ れ て い る 。 換 言 す れ ば 、 頭 部 前 後 動 体 ３ １ ｄ は

、 頭 部 左 右 動 機 構 ３ ２ の 主 支 持 体 ３ ２ ｍ と し て も 機 能 す る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 原 点 セ ン サ Ｄ は 、 図 示 は さ れ て い な い が 、 遮 蔽 板 と し て 機 能 す る 半 円 板 状 部 材 と 、 遮 蔽

板 に よ る 遮 蔽 を 検 知 す る 検 知 部 と し て 機 能 す る フ ォ ト イ ン ト ラ プ タ と を 含 む も の と さ れ 、

原 点 復 帰 動 作 に お け る 補 助 信 号 を 出 力 し 、 そ の 信 号 に 基 づ い て 原 点 が 決 定 さ れ 、 そ れ に 基

づ い て 角 度 制 御 が な さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 す な わ ち 、 原 点 セ ン サ Ｄ は 、 制 御 原 点 を 決 定 す る た め に 、 電 源 投 入 時 に 一 度 だ け 実 施 さ

れ る 原 点 復 帰 動 作 に お い て 、 原 点 の 近 傍 (原 点 の 目 安 位 置 )で 作 動 す る よ う に セ ッ ト さ れ 、

制 御 原 点 を 基 準 に 角 度 が 制 御 さ れ 、 エ ン コ ー ダ に よ る 検 出 角 度 に 制 限 を 設 け る 角 度 制 限 機

能 に よ り 、 動 作 範 囲 限 界 を 超 え て 動 作 し な い よ う に さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

な お 、 本 実 施 形 態 に お け る 他 の 原 点 セ ン サ Ｄ も 同 様 の 構 成 と さ れ 、 か つ 、 角 度 制 限 も 同 様

に し て な さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 頭 部 左 右 動 機 構 ３ ２ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 頭 部 左 右 動 モ ー タ ３ ２ ａ と 、 減 速 歯 車 ３ ２

ｂ と 、 前 側 の 回 動 軸 と 後 側 の 回 動 軸 と を 含 む 回 動 軸 ３ ２ ｃ と 、 頭 部 左 右 動 体 ３ ２ ｄ と 、 主

支 持 体 （ つ ま り 、 前 述 し た 頭 部 前 後 動 体 ３ １ ｄ ） ３ ２ ｍ と 、 原 点 セ ン サ Ｄ と を 含 む も の と

さ れ 、 頭 部 左 右 動 体 ３ ２ ｄ が 頭 部 外 殻 Ｓ １ 内 面 と 適 宜 手 段 を 介 し て 接 合 さ れ る こ と に よ り

、 頭 部 左 右 動 体 ３ ２ ｄ の 左 右 動 に 呼 応 し て 頭 部 １ が 左 右 動 す る 。 ま た 、 頭 部 １ の 左 右 動 に

よ る 角 度 は 原 点 セ ン サ Ｄ に よ り 所 定 範 囲 内 に 制 限 さ れ て い る 。 な お 、 角 度 は 本 実 施 形 態 で

は 、 左 右 ３ ０ 度 （ － ３ ０ 度 な い し ＋ ３ ０ 度 ） の 範 囲 と さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

頭 部 左 右 動 モ ー タ ３ ２ ａ は 、 エ ン コ ー ダ お よ び 駆 動 軸 の 先 端 部 に 減 速 歯 車 ３ ２ ｂ と 噛 合 す

る 歯 車 を 備 え る も の と さ れ 、 頭 部 左 右 動 モ ー タ ３ ２ ａ 前 面 が 頭 部 前 後 動 体 ３ １ ｄ の 後 側 板

３ １ ｋ に 適 宜 手 段 、 例 え ば ボ ル ト 留 め に て 固 着 さ れ て い る 。 ま た 、 駆 動 軸 は 後 側 板 起 立 板

３ ２ ｅ か ら 突 出 さ せ ら れ 、 そ の 突 出 部 に 歯 車 が 装 着 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

頭 部 左 右 動 体 ３ ２ ｄ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 前 述 し た 後 側 板 起 立 板 ３ ２ ｅ と 、 頭 部 左 右 動

10

20

30

40

50



(8) JP  6530906  B2  2019.6.12

モ ー タ ３ ２ ａ の 背 面 （ 後 面 ） の 外 方 に 位 置 す る 前 側 起 立 板 ３ ２ ｆ と 、 頭 部 左 右 動 モ ー タ ３

２ ａ の 上 面 の 上 方 に 位 置 す る 水 平 の 上 板 ３ ２ ｇ と を 含 む も の と さ れ る 。 前 側 起 立 板 ３ ２ ｆ

の 下 部 中 央 に は 前 側 の 回 動 軸 ３ ２ ｃ の 一 端 が 回 動 不 自 在 に 支 持 さ れ て 内 側 （ 頭 部 左 右 動 モ

ー タ 側 ） に 向 け て 突 出 さ れ 、 後 側 起 立 板 ３ ２ ｅ の 下 部 中 央 に は 後 側 の 回 動 軸 ３ ２ ｃ の 一 端

が 回 動 不 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 一 方 、 前 側 の 回 動 軸 ３ ２ ｃ の 他 端 は 前 後 動 体 ３ １ ｄ の 前

側 板 ３ １ ｊ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ 、 後 側 の 他 端 は 前 後 動 体 ３ １ ｄ の 後 側 板 ３ １ ｋ に 回 動 自

在 に 支 持 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

ま た 、 前 側 の 回 動 軸 ３ ２ ｃ の 前 側 起 立 板 ３ ２ ｆ か ら 外 方 に 向 け て 突 出 し て い る 端 部 に は ナ

ッ ト が 螺 着 さ れ 、 後 側 の 回 動 軸 ３ ２ ｃ の 後 側 起 立 板 ３ ２ ｅ か ら 外 方 に 向 け て 突 出 し て い る

端 部 に は ナ ッ ト が 螺 着 さ れ 、 前 側 の 回 動 軸 ３ ２ ｃ お よ び 後 側 の 回 動 軸 ３ ２ ｃ の 脱 落 の 防 止

が 図 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

さ ら に 、 前 側 の 回 動 軸 ３ ２ ｃ の 前 側 板 ３ １ ｊ に 配 設 さ れ た 原 点 セ ン サ Ｄ の 検 知 部 （ フ ォ ト

イ ン ト ラ プ タ ） に 対 応 し た 個 所 に は 遮 蔽 板 が 装 着 さ れ 、 後 側 の 回 動 軸 ３ ２ ｃ の 頭 部 左 右 動

モ ー タ ３ ２ ａ の 駆 動 軸 に 装 着 さ れ た 歯 車 に 対 応 し た 個 所 に は 減 速 歯 車 ３ ２ ｂ が 前 記 歯 車 に

か み 合 せ て 装 着 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

頭 部 左 右 動 体 ３ ２ ｄ の 上 板 ３ ２ ｇ 上 面 に は 、 頭 部 外 殻 取 付 用 部 材 ３ ２ ｈ が 配 設 さ れ て い る

。 頭 部 外 殻 取 付 用 部 材 ３ ２ ｈ は 適 宜 手 段 を 介 し て 頭 部 外 殻 Ｓ １ 内 面 と 接 合 さ れ て い る 。 ま

た 、 上 板 ３ ２ ｇ 上 面 に は 、 ス ピ ー カ ー Ｐ が 載 置 ・ 固 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 頸 部 ２ は 、 前 述 し た よ う に 、 半 球 面 状 の 頸 部 上 部 ２ ａ と 有 底 筒 状 の 頸 部 下 部 ２ ｂ と を 有

し 、 つ ま り 頸 部 外 殻 上 部 Ｓ ２ ａ と 頸 部 外 殻 本 体 Ｓ ２ ｂ と 蓋 外 殻 Ｓ ２ ｃ と を 有 し 、 頸 部 上 部

２ ａ が 頭 部 １ の 下 部 内 面 に 沿 う よ う に 配 設 さ れ る 一 方 、 頸 部 下 端 部 端 面 つ ま り 蓋 Ｓ ２ ｃ が

後 述 す る 頭 部 回 動 軸 ３ ６ ｂ の 頸 部 載 置 部 材 ３ ６ ｇ に 載 置 さ れ て 、 例 え ば ボ ル ト ・ ナ ッ ト 留

め に て 接 合 さ れ て い る (図 ７ 参 照 )。 ま た 、 頸 部 ２ 内 部 に は 、 頭 部 回 動 機 構 ３ ６ の 頭 部 回 動

軸 ３ ６ ｂ 、 よ り 具 体 的 に は 上 部 分 割 体 ３ ６ ｂ Ｕ が 上 下 方 向 に 配 設 さ れ 、 か つ 、 上 部 分 割 体

３ ６ ｂ Ｕ 下 端 部 は 鍔 状 と さ れ て 頸 部 ２ の 蓋 ２ ｃ を 介 し て 頸 部 載 置 部 材 ３ ６ ｇ に 、 例 え ば ボ

ル ト ・ ナ ッ ト 接 合 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 胴 部 ３ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 上 端 部 に 後 述 す る 胴 取 付 部 材 ３ ６ ｊ に 載 置 さ れ る 載 置 部

３ ａ お よ び 上 部 正 面 の 適 宜 位 置 に 撮 像 窓 ３ ｂ を 有 し 、 こ の 撮 像 窓 ３ ｂ に 対 応 さ せ て 撮 像 装

置 Ｖ が 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 胴 部 外 殻 Ｓ ３ 内 部 に は 、 頭 部 回 動 機 構 ３ ６ と 、 胴 部 前 後 動

機 構 ４ １ お よ び 胴 部 左 右 動 機 構 ４ ２ を 含 む 胴 部 傾 動 機 構 ４ ０ と が 配 設 さ れ て い る 。 ロ ボ ッ

ト Ｒ は 、 胴 部 前 後 動 機 構 ４ １ お よ び 胴 部 左 右 動 機 構 ４ ２ に よ り 、 起 き 上 が り 小 法 師 状 の 動

作 す る よ う に さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 頭 部 回 動 機 構 ３ ６ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 前 述 し た 頭 部 回 動 板 ３ ６ ａ お よ び 頭 部 回 動 軸

３ ６ ｂ と 、 頭 部 回 動 モ ー タ ３ ６ ｃ と 、 減 速 歯 車 ３ ６ ｄ と 、 頭 部 回 動 軸 支 持 ブ ロ ッ ク 体 ３ ６

ｅ と 、 基 部 ブ ロ ッ ク 体 ３ ６ ｆ と 、 原 点 セ ン サ Ｄ と を 含 む も の と さ れ 、 頸 部 ２ 下 端 が 頭 部 回

動 軸 ３ ６ ｂ と 適 宜 手 段 を 介 し て 接 合 さ れ る こ と に よ り 、 頸 部 ２ と 前 記 頭 部 左 右 動 機 構 ３ ２

を 介 し て 接 合 さ れ て い る 頭 部 １ が 回 動 す る 。 ま た 、 頭 部 (頭 部 １ と 一 体 化 し て 回 動 す る 頸

部 ２ を 含 む )１ の 頭 部 回 動 機 構 ３ ６ に よ る 角 度 は 原 点 セ ン サ Ｄ に よ り 所 定 範 囲 内 に 制 限 さ

れ て い る 。 な お 、 角 度 は 本 実 施 形 態 で は 、 左 右 ９ ０ 度 （ － ９ ０ 度 な い し ＋ ９ ０ 度 ） の 範 囲

と さ れ て い る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

頭 部 回 動 モ ー タ ３ ６ ｃ は 、 エ ン コ ー ダ お よ び 駆 動 軸 の 先 端 部 に 減 速 歯 車 ３ ６ ｄ と 噛 合 す る

歯 車 を 備 え る も の と さ れ 、 前 面 が 基 部 ブ ロ ッ ク 体 ３ ６ ｆ の 下 面 に 適 宜 手 段 、 例 え ば ボ ル ト

留 め に て 固 着 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】

頭 部 回 動 軸 ３ ６ ｂ は 、 明 瞭 に は 図 示 は さ れ て い な い が 、 下 端 部 に 減 速 歯 車 ３ ６ ｄ が 装 着 さ

れ る 減 速 歯 車 装 着 部 材 を 有 し 、 減 速 歯 車 装 着 部 材 の 上 部 に 基 部 ブ ロ ッ ク 体 ３ ６ ｆ の 頭 部 回

動 軸 ３ ６ ｂ の 貫 通 部 に 配 設 さ れ た ス ラ ス ト 軸 受 と の 当 接 部 材 を 有 し 、 胴 部 ３ 上 端 部 近 傍 の

中 間 部 に 頸 部 載 置 部 材 ３ ６ ｇ を 有 し 、 上 端 部 に 頭 部 回 動 板 ３ ６ ａ を 有 す る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

頸 部 載 置 部 材 ３ ６ ｇ に は 、 前 述 し た よ う に 頸 部 ２ の 下 端 部 端 面 、 つ ま り 蓋 ２ ｃ が 載 置 さ れ

て ボ ル ト ・ ナ ッ ト 留 め に て 接 合 さ れ 、 頭 部 回 動 板 ３ ６ ａ に は 、 前 述 し た 頭 部 前 後 動 機 構 ３

１ が 載 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

ま た 、 頭 部 回 動 軸 ３ ６ は 、 明 瞭 に は 図 示 は さ れ て い な い が 、 減 速 歯 車 装 着 部 材 と 、 前 述 し

た 頭 部 回 動 板 ３ ６ ａ を 有 す る 上 部 分 割 体 ３ ６ ｂ Ｕ と 、 頸 部 載 置 部 材 ３ ６ ｇ を 有 す る 下 部 分

割 体 ３ ６ ｂ Ｌ と か ら な る も の と さ れ 、 組 み 立 て の 際 に お け る 便 宜 が 図 ら れ て い る 。 こ こ で

、 下 部 分 割 体 ３ ６ ｂ Ｌ と 上 部 分 割 体 ３ ６ ｂ Ｕ と は 、 胴 取 付 部 の レ ベ ル 近 傍 で フ ラ ン ジ 接 合

に て 一 体 化 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 頭 部 回 動 軸 支 持 ブ ロ ッ ク 体 ３ ６ ｅ は 上 端 が 胴 部 ３ 上 端 に 対 応 す る よ う そ の レ ベ ル が 調 整

さ れ 、 四 角 形 状 と さ れ た ベ ー ス 板 ３ ６ ｈ と 、 ベ ー ス 板 ３ ６ ｈ に 四 角 形 を な す よ う に 配 設 さ

れ た ４ 本 の 支 柱 ３ ６ ｉ と 、 支 柱 ３ ６ ｉ の 中 間 部 上 方 に 配 設 さ れ た 撮 像 装 置 支 持 板 ３ ６ ｍ と

、 胴 部 ３ 上 端 部 に 対 応 さ せ て 配 設 さ れ た 胴 取 付 部 材 ３ ６ ｊ と 、 ベ ー ス 板 ３ ６ ｈ を 基 部 ブ ロ

ッ ク 体 ３ ６ ｆ か ら 支 持 す る 基 部 ブ ロ ッ ク 体 ３ ６ ｆ に 四 角 形 を な す よ う に 配 設 さ れ た ベ ー ス

板 支 持 支 柱 ３ ６ ｋ と を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 ベ ー ス 板 ３ ６ ｈ に は 、 頭 部 回 動 軸 ３ ６ ｂ を 挿 通 す る た め の 頭 部 回 動 軸 ３ ６ ｂ の 軸 径 よ り

大 き な 内 径 の 貫 通 孔 が 頭 部 回 動 軸 ３ ６ ｂ に 対 応 さ せ て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ベ ー ス 板 ３

６ ｈ に は 、 原 点 セ ン サ Ｄ の 検 知 部 が 配 設 さ れ て い る 一 方 、 頭 部 回 動 軸 ３ ６ ｂ に は フ ォ ト イ

ン ト ラ プ タ に 対 応 さ せ て 遮 蔽 板 が 配 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

撮 像 装 置 支 持 板 ３ ６ ｍ に は 、 胴 部 外 殻 Ｓ ３ に 設 け ら れ た 撮 像 窓 ３ ｂ に 対 応 さ せ て 撮 像 装 置

Ｖ が 配 設 さ れ る と と も に 、 頭 部 回 動 軸 ３ ６ ｂ を 挿 通 す る た め の 頭 部 回 動 軸 ３ ６ ｂ の 軸 径 よ

り 内 径 の 大 き な 貫 通 孔 が 頭 部 回 動 軸 ３ ６ ｂ に 対 応 さ せ て 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 貫 通 孔 に

は 軸 受 が 配 設 さ れ 、 頭 部 回 動 軸 ３ ６ ｂ の 円 滑 な 回 動 が 担 保 さ れ る と と も に 、 頭 部 回 動 軸 ３

６ ｂ の 振 れ が 防 止 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 胴 取 付 部 材 ３ ６ ｊ は 、 内 径 が 頸 部 本 体 ２ ｂ の 外 径 よ り 大 き く さ れ た 概 略 ド ー ナ ツ 状 と さ

れ 、 内 周 部 が 起 立 し た 形 態 と さ れ て い る 。 起 立 し た 内 周 部 外 側 は 、 胴 部 ３ 上 端 部 の 載 置 部

３ ａ の 内 周 面 が 当 接 す る も の と さ れ 、 こ れ に よ り 胴 部 ３ の 横 ず れ の 防 止 が 図 ら れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 基 部 ブ ロ ッ ク 体 ３ ６ ｆ は 直 方 体 状 の 箱 体 と さ れ 、 上 面 に 頭 部 回 動 軸 ３ ６ ｂ の 貫 通 部 と 、

下 面 に 頭 部 回 動 モ ー タ ３ ６ ｃ の 駆 動 軸 の 貫 通 部 を 有 し て い る 。 頭 部 回 動 軸 ３ ６ ｂ の 貫 通 部

に は ス ラ ス ト 軸 受 が 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 基 部 ブ ロ ッ ク 体 ３ ６ ｆ の 内 部 に は 減 速 歯 車 ３

６ ｄ が 配 設 さ れ て 頭 部 回 動 軸 ３ ６ ｂ に 嵌 合 さ れ て い る 。 図 中 、 符 号 ３ ６ ｎ は 、 接 合 フ ラ ン

ジ を 示 す 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

な お 、 基 部 ブ ロ ッ ク 体 ３ ６ ｆ は 、 後 述 す る 胴 部 前 後 動 機 構 ４ １ の 胴 部 前 後 動 体 ４ １ ａ と し

て も 機 能 す る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 胴 部 前 後 動 機 構 ４ １ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 前 述 し た 胴 部 前 後 動 体 ４ １ ａ と 、 胴 部 前 後

動 モ ー タ ４ １ ｂ と 、 減 速 歯 車 ４ １ ｃ と 、 支 持 ブ ロ ッ ク 体 ４ １ ｄ と 、 原 点 セ ン サ Ｄ と を 含 む

も の と さ れ 、 胴 部 前 後 動 体 ４ １ ａ の 前 後 動 に 呼 応 し て 胴 部 ３ が 前 後 動 す る 。 ま た 、 胴 部 ３
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の 前 後 動 に よ る 角 度 は 原 点 セ ン サ Ｄ に よ り 所 定 範 囲 内 に 制 限 さ れ て い る 。 な お 、 角 度 は 本

実 施 形 態 で は 、 前 後 ３ ０ 度 （ － ３ ０ 度 な い し ＋ ３ ０ 度 ） の 範 囲 と さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

胴 部 前 後 動 モ ー タ ４ １ ｂ は 、 駆 動 軸 の 先 端 部 に 減 速 歯 車 ４ １ ｃ と 噛 合 す る 歯 車 を 備 え る も

の と さ れ 、 前 面 が 支 持 ブ ロ ッ ク 体 ４ １ ｄ の 右 側 面 側 に 離 隔 し て 配 設 さ れ た モ ー タ 取 付 部 材

４ １ ｅ に 適 宜 手 段 、 例 え ば ボ ル ト 留 め に て 固 着 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 胴 部 前 後 動 体 ４ １ ａ は 直 方 体 状 の 箱 体 、 ま た は 前 面 お よ び 後 面 が 開 放 さ れ た 直 方 体 状 の

筒 体 と さ れ て 支 持 ブ ロ ッ ク 体 ４ １ ｄ の 内 部 に 上 部 を 突 出 さ せ て 回 動 可 能 に 配 設 さ れ 、 胴 部

前 後 動 体 ４ １ ａ の 右 側 面 お よ び 左 側 面 に 回 動 軸 ４ １ ｆ を 外 方 に 向 け て 両 回 動 軸 の 軸 心 を 一

致 さ せ て 有 し て い る 。 右 側 の 回 動 軸 （ 右 回 動 軸 ） ４ １ ｆ の 支 持 ブ ロ ッ ク 体 ４ １ ｄ の 右 側 面

か ら 突 出 し て い る 部 分 に は 減 速 歯 車 ４ １ ｃ が 装 着 さ れ る 一 方 、 左 側 の 回 動 軸 （ 左 回 動 軸 ）

４ １ ｆ の 支 持 ブ ロ ッ ク 体 ４ １ ｄ の 左 側 面 か ら 突 出 し て い る 部 分 に は 原 点 セ ン サ Ｄ の 遮 蔽 板

が 装 着 さ れ て い る 。 支 持 ブ ロ ッ ク 体 ４ １ ｄ の 左 側 面 に は 、 遮 蔽 板 に 対 応 さ せ て 検 知 部 が 配

設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 支 持 ブ ロ ッ ク 体 ４ １ ｄ は 上 面 お よ び 下 面 が 開 放 さ れ た 直 方 体 状 の 筒 型 と さ れ 、 右 側 面 側

に 離 隔 し て モ ー タ 取 付 部 材 ４ １ ｅ を 有 し て い る 。 ま た 、 右 側 面 お よ び 左 側 面 の 回 動 軸 ４ １

ｆ の 貫 通 部 に は 軸 受 が 配 設 さ れ 、 右 側 お よ び 左 側 の 回 動 軸 ４ １ ｆ を 回 動 可 能 に 支 持 し て い

る 。 な お 、 支 持 ブ ロ ッ ク 体 ４ １ ｄ は 、 胴 部 左 右 動 体 ４ ２ ａ と し て も 機 能 す る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

胴 部 左 右 動 機 構 ４ ２ は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 前 述 し た 胴 部 左 右 動 体 ４ ２ ａ と 、 胴 部 左 右

動 モ ー タ ４ ２ ｂ と 、 減 速 歯 車 ４ ２ ｃ と 、 胴 部 左 右 動 体 支 持 ブ ロ ッ ク 体 ４ ２ ｄ と 、 原 点 セ ン

サ Ｄ と を 含 む も の と さ れ 、 胴 部 左 右 動 体 ４ ２ ａ が 胴 部 前 後 動 機 構 ４ １ の 支 持 ブ ロ ッ ク 体 ４

１ ｄ と 兼 用 さ れ て い る と こ ろ か ら 、 胴 部 左 右 動 体 ４ ２ ａ の 左 右 動 に 呼 応 し て 胴 部 ３ が 左 右

動 す る 。 ま た 、 胴 部 ３ の 左 右 動 に よ る 角 度 は 原 点 セ ン サ Ｄ に よ り 所 定 範 囲 内 に 制 限 さ れ て

い る 。 な お 、 角 度 は 本 実 施 形 態 で は 、 左 右 ３ ０ 度 （ － ３ ０ 度 な い し ＋ ３ ０ 度 ） の 範 囲 と さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

胴 部 左 右 動 モ ー タ ４ ２ ｂ は 、 駆 動 軸 の 先 端 部 に 減 速 歯 車 ４ ２ ｃ と 噛 合 す る 歯 車 を 備 え る も

の と さ れ 、 前 面 が 胴 部 左 右 動 体 支 持 ブ ロ ッ ク 体 ４ ２ ｄ に 例 え ば ボ ル ト 留 め に て 固 着 さ れ て

い る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

胴 部 左 右 動 体 ４ ２ ａ は 、 上 面 お よ び 下 面 が 開 放 さ れ た 筒 型 と さ れ 、 前 面 お よ び 後 面 の 各 上

部 に 回 動 軸 ４ ２ ｅ が 両 軸 心 を 一 致 さ せ て 外 方 に 突 出 せ さ て 配 設 さ れ て い る 。 前 面 か ら 前 方

に 向 け て 突 出 さ せ て 配 設 さ れ て い る 回 動 軸 ４ ２ ｅ は 、 前 部 に 配 設 さ れ て 胴 部 左 右 動 体 支 持

ブ ロ ッ ク 体 ４ ２ ｄ の 前 部 支 持 板 ４ ２ ｆ に 回 動 自 在 に 支 持 さ れ る 一 方 、 後 面 か ら 後 方 に 向 け

て 突 出 さ せ て 配 設 さ れ て い る 回 動 軸 ４ ２ ｅ は 、 後 部 に 配 設 さ れ て い る 後 部 支 持 板 ４ ２ ｇ に

回 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 ま た 、 前 面 か ら 突 出 し て い る 回 動 軸 ４ ２ ｅ の 前 面 と 前 部 支 持

板 ４ ２ ｆ と の 間 に 減 速 歯 車 ４ ２ ｃ が 装 着 さ れ る 一 方 、 後 面 に 配 設 さ れ た 回 動 軸 ４ ２ ｅ の 後

部 支 持 板 ４ ２ ｇ か ら 突 出 し て い る 端 部 に 原 点 セ ン サ Ｄ の 遮 蔽 板 が 配 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

な お 、 胴 部 左 右 動 体 ４ ２ ａ の 前 面 に は 、 明 瞭 に は 図 示 は さ れ て い な い が 、 胴 左 右 動 モ ー タ

４ ２ ｂ の 駆 動 軸 と の 干 渉 を 避 け る た め に 駆 動 軸 の 対 応 す る 部 分 に 切 欠 き が 設 け ら れ て い る

。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 胴 部 左 右 動 体 支 持 ブ ロ ッ ク 体 ４ ２ ｄ は 、 前 述 し た よ う に 、 前 部 支 持 板 ４ ２ ｆ と 後 部 支 持

板 ４ ２ ｇ と を 含 む も の と さ れ る 。 各 支 持 板 ４ ２ ｆ ， ４ ２ ｇ は 短 水 平 部 と 長 垂 直 部 と を 有 す

る Ｌ 字 状 と さ れ 、 水 平 部 が 、 例 え ば ボ ル ト 留 め に て 台 座 ５ に 連 結 部 材 を 介 し て 固 着 さ れ る

一 方 、 垂 直 部 の 回 動 軸 貫 通 部 に は 軸 受 が 配 設 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ６ ７ 】

　 底 部 外 殻 Ｓ ４ の 上 部 は 、 胴 部 外 殻 Ｓ ３ の 下 端 部 に よ り カ バ ー さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

台 座 ５ の 正 面 露 出 部 に は マ イ ク Ｍ が 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 台 座 ５ の 内 部 に は タ イ マ ー Ｔ

、 制 御 装 置 ２ ０ お よ び バ ッ テ リ ー Ｂ が 配 設 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 制 御 装 置 ２ ０ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 入 力 部 ２ １ と 、 デ ー タ 格 納 部 ２ ２ と 、 プ ロ グ ラ

ム 格 納 部 ２ ３ と 、 演 算 処 理 部 ２ ４ と 、 出 力 信 号 生 成 部 ２ ５ と 、 出 力 部 ２ ６ と を 含 む も の と

さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 入 力 部 ２ １ に は 、 撮 像 装 置 Ｖ か ら の 撮 像 画 像 、 マ イ ク Ｍ か ら の 音 声 が 入 力 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 デ ー タ 格 納 部 ２ ２ に は 、 撮 像 装 置 Ｖ に よ り 撮 像 さ れ た 画 像 デ ー タ 、 マ イ ク Ｍ か ら の 音 声

信 号 、 独 居 老 人 の 状 態 パ タ ー ン デ ー タ 、 独 居 老 人 の 音 声 パ タ ー ン デ ー タ 、 ロ ボ ッ ト Ｒ の 動

作 パ タ ー ン デ ー タ 、 ス ピ ー カ ー Ｐ か ら 出 力 さ れ る 音 声 パ タ ー ン デ ー タ 、 演 算 処 理 に 必 要 な

デ ー タ 、 そ の 他 の デ ー タ な ど が 格 納 さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 プ ロ グ ラ ム 格 納 部 ２ ３ に は 、 以 下 に 示 す パ ー ト ナ ー と し て の 動 作 、 つ ま り パ ー ト ナ ー モ

ー ド で の 動 作 を 実 行 す る た め に 必 要 な プ ロ グ ラ ム な ど が 格 納 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 図 １ ２ な い し 図 １ ９ に 、 ロ ボ ッ ト Ｒ の パ ー ト ナ ー モ ー ド で の 動 作 パ タ ー ン を 示 す 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 図 １ ２ は 、 独 居 老 人 の 話 に 対 し 、 同 意 し て う な ず い て い る 状 態 を 示 し 、 頭 部 １ を 前 に 傾

け る 動 作 を す る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

図 １ ３ は 、 独 居 老 人 の 話 に 対 し 、 同 意 し な い で 反 対 し て い る 状 態 を 示 し 、 頭 部 １ を 左 右 に

振 る 動 作 を す る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

図 １ ４ は 、 独 居 老 人 に 対 し て お じ ぎ を し て 挨 拶 し て い る 状 態 を 示 し 、 頭 部 １ と 胴 部 ３ を 前

に 傾 け る 動 作 を す る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 図 １ ５ は 、 独 居 老 人 か ら の 問 い か け に 対 し 、 理 解 で き な い と い う 状 態 を 示 し 、 頭 部 １ を

右 ま た は 左 に 傾 け る 動 作 を す る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

図 １ ６ は 、 独 居 老 人 の 話 に 対 し 、 び っ く り し て い る 状 態 を 示 し 、 胴 部 ３ を 後 に 傾 け る 仕 草

を す る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

図 １ ７ は 、 独 居 老 人 の 話 に 対 し 、 喜 ん で い る 状 態 を 示 し 、 胴 部 ３ と 頭 部 １ を 逆 向 き に 傾 け

る 動 作 を す る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

図 １ ８ は 、 独 居 老 人 話 に 対 し 、 怒 っ て い る 状 態 を 示 し 、 胴 部 ３ を 後 に 傾 け た 後 に 前 に 傾 け

て 頭 突 き の 動 作 を す る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

図 １ ９ は 、 独 居 老 人 の 話 に 対 し 、 悲 し ん で い る 状 態 を 示 し 、 胴 部 ３ を 左 に 傾 け て 頭 部 １ を

斜 め 前 に 傾 け る 動 作 を す る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 演 算 処 理 部 ２ ４ は 、 撮 像 装 置 Ｖ か ら の 画 像 デ ー タ と 、 マ イ ク Ｍ か ら の 音 声 信 号 と 、 独 居

老 人 の 状 態 パ タ ー ン デ ー タ と 、 独 居 老 人 の 音 声 パ タ ー ン デ ー タ と に 基 づ い て 、 独 居 老 人 の

状 態 を 判 定 す る 状 態 判 定 手 段 ２ ４ ａ と 、 状 態 判 定 手 段 ２ ４ ａ の 判 定 結 果 に 基 づ い て ロ ボ ッ

ト Ｒ の 動 作 パ タ ー ン を 選 択 す る 動 作 パ タ ー ン 選 択 手 段 ２ ４ ｂ と 、 状 態 判 定 手 段 ２ ４ ａ の 判
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定 結 果 に 基 づ い て 音 声 パ タ ー ン デ ー タ か ら 音 声 パ タ ー ン を 選 択 す る 音 声 パ タ ー ン 選 択 手 段

２ ４ ｃ と を 有 す る も の と さ れ る (図 ２ ０ 参 照 )。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 出 力 信 号 生 成 部 ２ ５ は 、 演 算 処 理 部 ２ ４ に よ り 選 択 さ れ た 動 作 パ タ ー ン に 対 応 し た モ ー

タ の 電 流 の 指 令 値 を 生 成 す る と と も に 、 音 声 パ タ ー ン に 対 応 し た 音 声 信 号 を 生 成 す る も の

と さ れ る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 出 力 部 ２ ６ は 、 出 力 信 号 生 成 部 ２ ５ に よ り 生 成 さ れ た 各 信 号 を 各 モ ー タ お よ び ス ピ ー カ

ー Ｐ に 出 力 す る も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 次 に 、 か か る 構 成 と さ れ た ロ ボ ッ ト Ｒ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 手 順 １ ： 撮 像 装 置 Ｖ に よ り 撮 像 さ れ た 独 居 老 人 の 画 像 を デ ー タ 格 納 部 ２ ２ に 格 納 さ れ て

い る 同 人 の 状 態 パ タ ー ン デ ー タ と の マ ッ チ ン グ を 行 う 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 手 順 ２ :マ イ ク Ｍ に よ り 収 録 さ れ た 独 居 老 人 の 音 声 信 号 と デ ー タ 格 納 部 ２ ２ に 格 納 さ れ

て い る 音 声 パ タ ー ン デ ー タ と の マ ッ チ ン グ を 行 う 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 手 順 ３ ： マ ッ チ ン グ の 結 果 に 基 づ い て 同 人 の 状 態 を 判 定 す る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】

　 手 順 ４ ： 同 人 の 状 態 の 判 定 結 果 に 基 づ い て 、 ロ ボ ッ ト Ｒ の 動 作 パ タ ー ン を 選 択 す る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 手 順 ５ ： 選 択 さ れ た 動 作 パ タ ー ン に 対 応 し た 指 令 値 を 生 成 す る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 手 順 ６ :生 成 さ れ た 指 令 値 を 各 動 作 機 構 ３ １ ， ３ ２ ， ３ ６ ， ４ １ ， ４ ２ お よ び ス ピ ー カ

ー Ｐ に 出 力 す る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ロ ボ ッ ト Ｒ が 使 用 す る 独 居 老 人 の 状 態 に 応 じ て 動 作

す る の で 、 癒 し 効 果 が 大 き い 。 ま た 、 ロ ボ ッ ト Ｒ が 使 用 す る 独 居 老 人 の 状 態 に 対 応 し た 動

作 を す る の で 、 パ ー ト ナ ー と し て の 機 能 を 果 た す こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 実 施 形 態 ２

　 本 発 明 の 実 施 形 態 ２ に 係 る ロ ボ ッ ト Ｒ を 図 ２ １ ～ 図 ２ ３ に 示 す 。 実 施 形 態 ２ は 実 施 形 態

１ を 改 変 し て な る も の で あ っ て 、 駆 動 機 構 を 改 変 し て ロ ボ ッ ト Ｒ を ス マ ー ト に し て な る も

の と さ れ る 。 ま た 、 ロ ボ ッ ト Ｒ は 、 商 用 電 源 に よ り 駆 動 さ れ る よ う に さ れ て い る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 ロ ボ ッ ト Ｒ は 、 実 施 形 態 １ の ロ ボ ッ ト Ｒ と 同 様 に 、 頭 部 １ と 頸 部 ２ と 胴 部 ３ と 底 部 ４ と

を 含 む も の と さ れ 、 台 座 ５ に 載 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 ロ ボ ッ ト Ｒ は 、 よ り 具 体 的 に は 、 頭 部 １ と 頸 部 ２ と 胴 部 ３ と 底 部 ４ と は 殻 状 の 外 殻 Ｓ か

ら な る も の と さ れ 、 外 殻 Ｓ の 内 部 に 収 納 さ れ る 内 部 構 成 要 素 ６ を 備 え 、 内 部 構 成 要 素 ６ を

構 成 す る タ イ マ ー Ｔ に よ り 所 定 時 刻 に 起 動 、 停 止 さ れ る よ う に さ れ て い る (図 ２ ４ お よ び

図 ２ ５ 参 照 )。

【 ０ ０ ９ ６ 】

　 頭 部 １ は 、 実 施 形 態 １ の 頭 部 １ と ほ ぼ 同 様 の 構 成 と さ れ て い る 。 つ ま り 、 頭 部 １ は 傾 動

自 在 お よ び 回 動 自 在 と さ れ て い る 。 頭 部 外 殻 Ｓ １ は 、 底 部 の 一 部 が 切 り 欠 か れ た 球 状 と さ

れ て な る も の と さ れ る 。 ま た 、 明 瞭 に は 図 示 は さ れ て い な い が 、 頭 部 外 殻 Ｓ １ は 分 割 体 と

さ れ 、 前 部 を 構 成 す る 頭 部 前 外 殻 と 、 後 部 を 構 成 す る 頭 部 後 外 殻 と 、 頭 部 前 外 殻 と 頭 部 後

外 殻 と を 中 央 部 で 接 合 す る 頭 部 接 合 外 殻 と を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ ０ ９ ７ 】
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　 な お 、 頭 部 １ は 、 後 述 す る よ う に 頸 部 ２ に よ り 支 持 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 頸 部 ２ は 、 前 述 し た よ う に 頭 部 １ 支 持 す る こ と に よ り 頭 部 １ と 一 体 化 さ れ て い る の で 、

頭 部 １ と 一 体 的 に 回 動 す る 。 頸 部 外 殻 Ｓ ２ は 、 頭 部 外 殻 Ｓ １ 内 部 に 配 設 さ れ る 半 球 状 の 頸

部 外 殻 上 部 Ｓ ２ ａ と 、 頸 部 外 殻 上 部 Ｓ ２ ａ 下 部 の 若 干 前 方 に 偏 心 さ せ て 一 体 的 に 形 成 さ れ

る 円 筒 状 の 頸 部 外 殻 本 体 Ｓ ２ ｂ と を 含 む も の と さ れ る 。 頸 部 外 殻 本 体 Ｓ ２ ｂ の 底 部 に は 、

中 央 に 後 述 す る 頭 部 傾 動 機 構 ３ ０ Ａ の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｅ が 貫 通 す る た め の 透 孔 を 有 す る 蓋

外 殻 Ｓ ２ ｃ が 設 け ら れ て 有 底 状 に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 胴 部 ３ は 襟 ３ ｅ を 有 す る 主 胴 ３ ｃ と 主 胴 ３ ｃ の 下 端 に 接 合 さ れ る 下 部 胴 ３ ｄ と を 含 む も

の と さ れ 、 つ ま り 胴 部 外 殻 Ｓ ３ は 主 胴 外 殻 Ｓ ３ ｃ と 下 部 胴 外 殻 Ｓ ３ ｄ と を 含 む も の と さ れ

、 底 部 ４ と 一 体 化 さ れ た 状 態 で 傾 動 自 在 と さ れ て い る 。 主 胴 外 殻 Ｓ ３ ｃ は 円 錐 台 状 と さ れ

、 上 端 に 襟 外 殻 Ｓ ３ ｅ を 有 す る 。 下 部 胴 外 殻 Ｓ ３ ｄ は 、 上 端 部 に 主 胴 外 殻 Ｓ ３ ｃ と の 嵌 合

部 を 有 し 、 下 端 部 に 底 部 外 殻 Ｓ ４ と の 嵌 合 部 を 有 す る 円 錐 台 状 と さ れ る と と も に 、 下 部 胴

３ ｄ 底 部 に 後 述 す る モ ー タ 設 置 の た め の 底 板 ３ ｄ １ を 有 す る 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 底 部 ４ は 台 座 ５ に よ り 傾 動 可 能 に 支 持 さ れ て 傾 動 自 在 と さ れ て い る 。 底 部 外 殻 Ｓ ４ は 半

球 状 と さ れ る 。 ま た 、 底 部 ４ 底 面 に は 所 定 形 状 の 切 欠 き が 設 け ら れ て 、 後 述 す る 胴 部 傾 動

機 構 ４ ０ Ａ と の 干 渉 が 回 避 さ れ て い る 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 台 座 ５ は 、 上 面 に 底 部 受 け 部 ５ ａ を 有 す る ボ ッ ク ス 状 体 と さ れ る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 内 部 構 成 要 素 ６ は 、 駆 動 機 構 １ ０ Ａ と 、 制 御 装 置 ２ ０ Ａ と 、 背 骨 に 相 当 す る 主 支 持 体 ５

０ と 、 マ イ ク Ｍ と 、 ス ピ ー カ ー Ｐ と 、 眼 Ｅ と 、 撮 像 装 置 Ｖ と 、 タ イ マ ー Ｔ と 、 を 含 む も の

と さ れ る 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 ス ピ ー カ ー Ｐ お よ び 眼 Ｅ は 頭 部 外 殻 Ｓ １ 内 部 に 配 設 さ れ 、 撮 像 装 置 Ｖ は 胴 部 外 殻 Ｓ ３ 内

部 に 配 設 さ れ 、 マ イ ク Ｍ 、 タ イ マ ー Ｔ お よ び 制 御 装 置 ２ ０ Ａ は 台 座 ５ 内 部 に 配 設 さ れ て い

る 。 な お 、 制 御 装 置 ２ ０ Ａ は 実 施 形 態 １ の 制 御 装 置 ２ ０ と 同 様 の 構 成 と さ れ て い る 。

【 ０ １ ０ ４ 】

　 主 支 持 体 ５ ０ は 、 図 ２ ６ お よ び 図 ２ ７ に 示 す よ う に 、 ４ 本 の パ イ プ ５ １ を 胴 部 外 殻 Ｓ ３

内 部 中 央 に 正 方 形 状 に 配 設 さ て な る も の と さ れ る 。 主 支 持 体 ５ ０ の 下 端 は 底 板 ３ ｄ １ に 載

置 さ れ 、 主 支 持 体 ５ ０ の 上 端 は 主 胴 ３ ｃ の 上 端 と 接 合 さ れ て い る 。 主 支 持 体 ５ ０ の 内 部 に

は 後 述 す る 頭 部 回 動 機 構 ３ ８ の 頭 部 回 動 軸 ３ ８ ｂ が 配 設 さ れ て い る 。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 駆 動 機 構 １ ０ Ａ は 、 図 ２ ５ に 示 す よ う に 、 頭 部 １ を 傾 動 さ せ る 頭 部 傾 動 機 構 ３ ０ Ａ と 、

頭 部 １ お よ び 頸 部 ２ を 一 体 的 に 回 動 さ せ る 頭 部 回 動 機 構 ３ ８ と 、 胴 部 ３ を 傾 動 さ せ る 胴 部

傾 動 機 構 ４ ０ Ａ と を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ １ ０ ６ 】

　 頭 部 傾 動 機 構 ３ ０ Ａ は 、 図 ２ ５ に 示 す よ う に 、 頭 部 １ を 前 後 に 傾 動 さ せ る 頭 部 前 後 動 モ

ー ド と 、 頭 部 １ を 左 右 に 傾 動 さ せ る 頭 部 左 右 動 モ ー ド と の 両 動 作 モ ー ド に よ る 動 作 が 可 能

と さ れ て い る 。 ま た 、 胴 部 ３ を 傾 動 さ せ る 胴 部 傾 動 機 構 ４ ０ Ａ は 、 図 ２ ５ に 示 す よ う に 、

胴 部 ３ を 前 後 に 傾 動 さ せ る 胴 部 前 後 動 機 構 ４ ５ と 、 胴 部 ３ を 左 右 に 傾 動 さ せ る 胴 部 左 右 動

機 構 ４ ６ と を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 頭 部 傾 動 機 構 ３ ０ Ａ は 、 よ り 具 体 的 に は 図 ２ ８ な い し 図 ３ ２ に 示 す よ う に 、 頭 部 傾 動 左

側 モ ー タ ３ ７ ａ お よ び 頭 部 傾 動 右 側 モ ー タ ３ ７ ｂ と 、 頭 部 傾 動 ブ ロ ッ ク 体 ３ ７ ｃ と 、 傾 動

ブ ロ ッ ク 体 支 持 部 材 ３ ７ ｄ と 、 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｅ と を 含 む も の と さ れ る 。 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７

ｅ は 、 図 ３ ２ に 示 す よ う に 、 左 前 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｆ と 、 左 後 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｇ と 、 右 前 駆

動 ワ イ ヤ ３ ７ ｈ と 、 右 後 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｉ と を 含 む も の と さ れ る 。
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【 ０ １ ０ ８ 】

　 頭 部 傾 動 左 側 モ ー タ ３ ７ ａ お よ び 頭 部 傾 動 右 側 モ ー タ ３ ７ ｂ は 、 駆 動 軸 に 駆 動 ワ イ ヤ の

巻 き 取 り お よ び 巻 き 出 し の た め の プ ー リ ー ３ ７ ｊ を 備 え て な る も の と さ れ て 、 駆 動 軸 を 下

方 に 向 け て 底 板 ３ ｄ １ に 例 え ば ボ ル ト 留 め に て 固 着 さ れ る 。 ま た 、 頭 部 傾 左 側 モ ー タ ３ ７

ａ は 左 前 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｆ お よ び 左 後 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｇ を 駆 動 す る も の と さ れ 、 頭 部 傾 右

側 モ ー タ ３ ７ ｂ は 右 前 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｈ お よ び 右 後 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｉ を 駆 動 す る も の と さ

れ る 。 な お 、 プ ー リ ー ３ ７ ｊ か ら 巻 き 出 さ れ た 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｅ は 、 そ れ ぞ れ 頭 部 傾 動 左

側 モ ー タ ３ ７ ａ お よ び 頭 部 傾 動 右 側 モ ー タ ３ ７ ｂ に 設 け ら れ た ワ イ ヤ ガ イ ド ３ ７ ｊ １ に ガ

イ ド さ れ る 。

【 ０ １ ０ ９ 】

　 頭 部 傾 動 ブ ロ ッ ク 体 ３ ７ ｃ は 、 図 ２ ８ に 示 す よ う に 、 上 傾 動 板 ３ ７ ｋ と 、 下 傾 動 板 ３ ７

ｍ と 、 上 傾 動 板 ３ ７ ｋ と 下 傾 動 板 ３ ７ ｍ と の 間 に 配 設 さ れ る ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト Ｕ Ｊ

と を 含 む も の と さ れ る 。 上 傾 動 板 ３ ７ ｋ の 上 面 に 頭 部 外 殻 Ｓ １ と の 接 合 部 材 ３ ７ ｎ が 載 置

さ れ て い る 。 な お 、 接 合 部 材 ｎ は 、 断 面 が ハ ッ ト 状 と さ れ そ の 内 部 に ス ピ ー カ ー Ｐ が 配 設

さ れ て い る 。

【 ０ １ １ ０ 】

　 上 傾 動 板 ３ ７ ｋ は 、 図 ３ ２ に 示 す よ う に 、 長 方 形 の 角 が 切 除 さ れ た 扁 平 八 角 形 と さ れ 、

中 心 部 に ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト Ｕ Ｊ の 上 端 が 接 合 さ れ 、 ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト Ｕ Ｊ の

周 囲 に 正 方 形 状 に 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｅ の 上 端 が 固 設 さ れ て い る 。 つ ま り 、 左 前 駆 動 ワ イ ヤ ３

７ ｆ の 上 端 が ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト Ｕ Ｊ の 左 前 側 に 固 着 さ れ 、 右 前 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｈ の

上 端 が ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト Ｕ Ｊ の 右 前 側 に 軸 対 称 に 固 着 さ れ 、 左 後 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｇ

の 上 端 が ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト Ｕ Ｊ の 左 後 側 に 固 着 さ れ 、 右 後 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｉ の 上 端

が ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト Ｕ Ｊ の 右 後 側 に 軸 対 称 に 固 着 さ れ て い る 。 な お 、 上 傾 動 板 ３ ７

ｋ の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｅ の 固 設 箇 所 に は 、 内 側 に 向 け た 所 定 長 さ の 誘 導 路 ３ ７ ｐ が 設 け ら れ

て 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｅ の 上 端 が 固 設 位 置 ま で ガ イ ド さ れ て い る 。 そ れ に よ り 、 駆 動 ワ イ ヤ ３

７ ｅ の 動 作 中 の ず れ 防 止 が 図 ら れ て い る 。

【 ０ １ １ １ 】

　 下 傾 動 板 ３ ７ ｍ は 、 傾 動 ブ ロ ッ ク 体 支 持 部 材 ３ ７ ｄ の 上 支 持 板 ３ ７ ｑ に 載 置 ・ 固 定 さ れ

て い る 。 例 え ば 、 ビ ス 留 め に て 固 定 さ れ て い る 。

【 ０ １ １ ２ 】

傾 動 ブ ロ ッ ク 体 支 持 部 材 ３ ７ ｄ は 、 上 支 持 板 ３ ７ ｑ と 、 支 持 支 柱 ３ ７ ｒ と 、 下 支 持 板 ３ ７

ｓ と を 含 む も の と さ れ る 。 支 持 支 柱 ３ ７ ｒ は ４ 本 の パ イ プ を 正 方 形 状 に 配 設 し て な る も の

と さ れ 、 各 上 端 が 上 支 持 板 ３ ７ ｑ の 下 面 と 接 合 さ れ 、 各 下 端 が 下 支 持 板 ３ ７ ｓ の 上 面 と 接

合 さ れ て い る 。 ま た 、 下 支 持 板 ３ ７ ｓ は 頭 部 回 動 機 構 ３ ８ に 支 持 さ れ て い る 。

【 ０ １ １ ３ 】

　 し か し て 、 頭 部 傾 動 左 側 モ ー タ ３ ７ ａ お よ び 頭 部 傾 動 右 側 モ ー タ ３ ７ ｂ を 同 期 さ せ て 駆

動 す る こ と に よ り 、 頭 部 １ が 前 後 な ら び に 左 右 に 傾 動 す る 。

【 ０ １ １ ４ 】

す な わ ち 、 頭 部 前 後 動 モ ー ド に お い て 、 左 前 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｆ お よ び 右 前 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７

ｈ を 同 時 に 巻 き 取 る 一 方 、 左 後 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｇ お よ び 右 後 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｉ を 同 時 に 巻

き 出 す こ と に よ り 、 頭 部 １ が 前 に 傾 動 す る 。 そ の 逆 に 、 頭 部 前 後 動 モ ー ド に お い て 、 左 前

駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｆ お よ び 右 前 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｈ を 同 時 に 巻 き 出 す 一 方 、 左 後 駆 動 ワ イ ヤ ３

７ ｇ お よ び 右 後 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｉ を 同 時 に 巻 き 取 る こ と に よ り 、 頭 部 １ が 後 に 傾 動 す る 。

【 ０ １ １ ５ 】

　 ま た 、 頭 部 左 右 動 モ ー ド に お い て 、 左 前 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｆ お よ び 左 後 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｇ

を 同 時 に 巻 き 取 る 一 方 、 右 前 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｈ お よ び 右 後 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｉ を 巻 き 出 す こ

と に よ り 、 頭 部 １ が 左 に 傾 動 す る 。 そ の 逆 に 、 頭 部 左 右 動 モ ー ド に お い て 、 左 前 駆 動 ワ イ

ヤ ３ ７ ｆ お よ び 左 後 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｇ を 同 時 に 巻 き 出 す 一 方 、 右 前 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｈ お よ

び 右 後 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｉ を 巻 き 取 る こ と に よ り 、 頭 部 １ が 右 に 傾 動 す る 。

【 ０ １ １ ６ 】
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　 頭 部 回 動 機 構 ３ ８ は 、 図 ２ ６ お よ び 図 ２ ７ に 示 す よ う に 、 頭 部 回 動 モ ー タ ３ ８ ａ と 、 頭

部 回 動 軸 ３ ８ ｂ と 、 回 動 力 伝 達 機 構 ３ ８ ｃ と を 含 む も の と さ れ る 。 回 動 力 伝 達 機 構 ３ ８ ｃ

は 、 タ イ ミ ン グ ベ ル ト ３ ８ ｄ と 、 頭 部 回 動 モ ー タ ３ ８ ａ の 駆 動 軸 に 装 着 さ れ た モ ー タ 側 タ

イ ミ ン グ プ ー リ ー ３ ８ ｅ と 、 頭 部 回 動 軸 ３ ８ ｂ 下 端 部 に 装 着 さ れ た 回 動 軸 側 タ イ ミ ン グ プ

ー リ ー ３ ８ ｆ と を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ １ １ ７ 】

頭 部 回 動 軸 ３ ８ ｂ は 、 中 空 軸 と さ れ て そ の 内 部 を 頭 部 傾 動 機 構 ３ ０ Ａ の 駆 動 ワ イ ヤ ３ ７ ｅ

な ど が 挿 通 さ れ て い る 。 頭 部 回 動 軸 ３ ８ ｂ の 下 端 に は 底 板 ３ ｂ １ に 頭 部 回 動 軸 ３ ８ ｂ に 対

応 さ せ て 配 設 さ れ た ス ラ ス ト 軸 受 と 当 接 す る 当 接 部 材 ３ ８ ｇ が 装 着 さ れ 、 中 間 部 に は 頭 部

回 動 軸 ３ ８ ｂ の 振 れ な ど を 防 止 す る た め の 補 強 部 材 ３ ８ ｈ 、 例 え ば 鍔 を 有 す る ブ ッ シ ュ が

装 着 さ れ 、 上 端 部 に は 頸 部 ２ を 支 持 す る た め の 頸 部 支 持 部 材 ３ ８ ｉ が 装 着 さ れ て い る 。 頸

部 ２ は 、 蓋 外 殻 Ｓ ２ ｃ が 頸 部 支 持 部 材 ３ ８ ｉ の 上 面 に 載 置 さ れ て 、 例 え ば ボ ル ト 留 め に て

頸 部 支 持 部 材 ３ ８ ｉ に 固 定 さ れ る 。

【 ０ １ １ ８ 】

　 し か し て 、 頸 部 ２ は 頭 部 傾 動 機 構 ３ ０ Ａ を 介 し て 頭 部 外 殻 Ｓ １ 内 部 と 係 合 さ れ て い る の

で 、 頭 部 回 動 軸 ３ ８ ｂ の 回 動 に つ れ て 頸 部 ２ お よ び 頭 部 １ が 回 動 す る 。

【 ０ １ １ ９ 】

　 胴 部 前 後 動 機 構 ４ ５ お よ び 胴 部 左 右 動 機 構 ４ ６ は 同 様 の 構 成 と さ れ 、 図 ３ ３ な い し 図 ３

５ に 示 す よ う に 、 胴 前 後 動 モ ー タ ４ ５ ａ お よ び 胴 左 右 動 モ ー タ ４ ６ ａ と 、 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７

と 、 モ ー タ 側 ワ イ ヤ ガ イ ド ４ ８ と 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ブ ロ ッ ク 体 ４ ９ と 、 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ に 張

力 を 与 え る ス プ リ ン グ Ｓ Ｐ と を 含 む も の と さ れ る 。

【 ０ １ ２ ０ 】

　 ス プ リ ン グ Ｓ Ｐ は 、 明 瞭 に は 図 示 は さ れ て い な い が 、 台 座 ５ に ワ イ ヤ ガ イ ド ブ ロ ッ ク 体

４ ９ の 外 方 に 位 置 さ せ て 設 け ら れ た ス プ リ ン グ 取 付 部 材 に 基 端 が 旋 回 自 在 に 取 り 付 け ら れ

て い る 。

【 ０ １ ２ １ 】

　 胴 部 前 後 動 モ ー タ ４ ５ ａ お よ び 胴 部 左 右 動 モ ー タ ４ ６ ａ は 、 駆 動 軸 に 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ の

巻 き 取 り お よ び 巻 き 出 し の た め の プ ー リ ー ４ ５ ｂ ， ４ ６ ｂ を 備 え て な る も の と さ れ て 、 底

板 ３ ｄ １ に 例 え ば ボ ル ト 留 め に て 固 着 さ れ る 。

【 ０ １ ２ ２ 】

駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ は 、 図 ３ ５ に 示 す よ う に 、 前 側 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ ａ と 後 側 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ ｂ

と 左 側 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ ｃ と 右 側 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ ｄ を 含 む も の と さ れ 、 前 側 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７

ａ と 後 側 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ ｂ と の 協 働 に よ り 胴 部 ３ を 前 後 動 さ せ 、 左 側 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ ｃ と

右 側 ワ イ ヤ ４ ７ ｄ と の 協 働 に よ り 胴 部 ３ を 左 右 動 さ せ る 。

【 ０ １ ２ ３ 】

ワ イ ヤ ガ イ ド ブ ロ ッ ク 体 ４ ９ は 胴 部 前 後 動 機 構 ４ ５ お よ び 胴 部 左 右 動 機 構 ４ ６ の 共 用 と さ

れ 、 図 ３ ５ に 示 す よ う に 、 胴 部 前 後 動 部 Ｆ Ｂ お よ び 胴 部 左 右 動 部 Ｌ Ｒ が 形 成 さ れ て な る も

の と さ れ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ブ ロ ッ ク 体 ４ ９ は 、 図 ３ ５ に 示 す よ う に 、 正

方 形 状 の ワ イ ヤ ガ イ ド 板 ４ ９ ａ と 、 ワ イ ヤ ガ イ ド 板 ４ ９ ａ の 各 辺 内 側 下 方 に 配 設 さ れ る ワ

イ ヤ ガ イ ド ロ ー ラ ー ４ ９ ｂ と を 含 む も の と さ れ る 。 ワ イ ヤ ガ イ ド ロ ー ラ ー ４ ９ ｂ お よ び ロ

ー ラ ー 取 付 部 材 ４ ９ ｃ と の 干 渉 を 避 け る た め に 底 部 外 殻 Ｓ ４ 中 央 は 所 定 形 状 、 例 え ば 正 方

形 状 に 切 り 欠 か れ て い る 。

【 ０ １ ２ ４ 】

　 ワ イ ヤ ガ イ ド 板 ４ ９ ａ は 、 中 央 に ケ ー ブ ル を 挿 通 す る た め や メ ン テ ナ ン ス な ど の た め の

透 孔 ４ ９ ｄ を 有 し 、 透 孔 ４ ９ ｄ の 周 囲 に ワ イ ヤ 挿 通 孔 ４ ９ ｅ を 同 心 円 状 に 前 後 方 向 お よ び

左 右 方 向 に 有 し 、 角 部 に ロ ー ラ ー 取 付 部 材 ４ ９ ｃ の 固 定 用 透 孔 ４ ９ ｆ を 有 し 、 各 辺 の 中 央

に 固 定 用 突 片 ４ ９ ｇ を 有 す る も の と さ れ 、 固 定 用 突 片 ４ ９ ｇ を 介 し て 底 部 外 殻 Ｓ ４ に ボ ル

ト ・ ナ ッ ト 留 め さ れ る こ と に よ り ワ イ ヤ ガ イ ド 板 ４ ９ ａ が 底 部 外 殻 Ｓ ４ に 固 定 さ れ る 。 こ

こ で 、 ワ イ ヤ ガ イ ド 板 ４ ９ ａ の 底 部 外 殻 Ｓ ４ へ の 固 定 を 容 易 に す る た め 、 固 定 用 突 片 ４ ９

ｇ は 底 部 外 殻 Ｓ ４ の ボ ル ト ・ ナ ッ ト 留 め 位 置 に お け る 接 線 と 平 行 と な る よ う 上 方 に 折 り 曲
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げ ら れ て い る と と も に 、 先 端 部 が 半 長 穴 状 に 切 り 欠 か れ て い る 。

【 ０ １ ２ ５ 】

　 前 後 方 向 に 設 け ら れ た ワ イ ヤ 挿 通 孔 ４ ９ ｅ に 前 側 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ ａ お よ び 後 側 駆 動 ワ イ

ヤ ４ ７ ｂ が 挿 通 さ れ 、 左 右 方 向 に 設 け ら れ た ワ イ ヤ 挿 通 孔 ４ ９ ｅ に 左 側 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ ｃ

お よ び 右 側 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ ｄ が 挿 通 さ れ る 。

【 ０ １ ２ ６ 】

ワ イ ヤ ガ イ ド ロ ー ラ ー ４ ９ ｂ は 、 前 側 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ ａ を ガ イ ド す る 前 側 ガ イ ド ロ ー ラ ー

と 、 後 側 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ ｂ を ガ イ ド す る 後 側 ガ イ ド ロ ー ラ ー と 、 左 側 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ ｃ を

ガ イ ド す る 左 側 ガ イ ド ロ ー ラ ー と 、 右 側 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ ｄ を ガ イ ド す る 右 側 ガ イ ド ロ ー ラ

ー と を 含 む も の と さ れ る 。 ワ イ ヤ ガ イ ド ロ ー ラ ー ４ ９ ｂ は 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ の 横 ず れ を 防 止

す る た め に 断 面 が Ｖ 字 状 と さ れ て い る 。 ま た 、 ワ イ ヤ ガ イ ド ロ ー ラ ー ４ ９ ｂ の 各 端 部 に 設

け ら れ た 軸 は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド 板 ４ ９ ａ に 固 定 用 透 孔 ４ ９ ｆ を 利 用 し て 、 例 え ば ビ ス 留 め さ

れ た ガ イ ド ロ ー ラ ー 取 付 部 材 ４ ９ ｃ に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。

【 ０ １ ２ ７ 】

　 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ は 、 プ ー リ ー ４ ５ ｂ ， ４ ６ ｂ か ら 巻 き 出 さ れ た 後 に 駆 動 モ ー タ 側 に 設 け

ら れ た モ ー タ 側 ワ イ ヤ ガ イ ド ４ ８ の ガ イ ド 孔 お よ び ワ イ ヤ 挿 通 孔 ４ ９ ｅ を 通 さ れ て ワ イ ヤ

ガ イ ド 板 ４ ９ ａ の 下 方 に 導 か れ 、 つ い で ワ イ ヤ ガ イ ド ロ ー ラ ー ４ ９ ｂ に ガ イ ド さ れ て 台 座

５ に 配 設 さ れ て い る ス プ リ ン グ Ｓ Ｐ に 結 合 さ れ る 。

【 ０ １ ２ ８ 】

　 し か し て 、 胴 部 前 後 動 モ ー タ ４ ５ ａ が 駆 動 さ れ て 前 側 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ ａ お よ び 後 側 駆 動

ワ イ ヤ ４ ７ ｂ が 駆 動 さ れ る こ と に よ り 胴 部 ３ が 前 後 動 し 、 ま た 胴 部 左 右 動 モ ー タ ４ ６ ａ が

駆 動 さ れ て 左 側 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ ｃ お よ び 右 側 駆 動 ワ イ ヤ ４ ７ ｄ が 駆 動 さ れ る こ と に よ り 胴

部 ３ が 左 右 動 す る 。

【 ０ １ ２ ９ 】

　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い は 、 駆 動 モ ー タ が 全 て 底 部 ４ に 配 設 さ れ て い る の で 頭 部

１ が 軽 く な る 。 そ の 結 果 、 頭 部 １ の 傾 動 動 作 の 応 答 性 が よ く な る と い う 実 施 形 態 １ で は 得

ら れ な い 効 果 が 得 ら れ る 。

【 ０ １ ３ ０ 】

　 実 施 形 態 ３

　 本 発 明 の 実 施 形 態 ３ を 図 ３ ６ に 示 す 。

実 施 形 態 ３ は 、 ロ ボ ッ ト Ｒ と 、 ロ ボ ッ ト Ｒ を 遠 隔 制 御 す る 遠 隔 制 御 装 置 １ ０ ０ と を 含 む 遠

隔 制 御 シ ス テ ム (以 下 、 単 に シ ス テ ム と い う )Ｒ Ｓ に 関 す る も の と さ れ 、 ロ ボ ッ ト Ｒ を 遠 隔

制 御 に よ り パ ー ト ナ ー 動 作 さ せ る 。

【 ０ １ ３ １ 】

　 ロ ボ ッ ト Ｒ は 、 実 施 形 態 １ の ロ ボ ッ ト Ｒ を 改 変 し て な る も の と さ れ 、 遠 隔 制 御 装 置 １ ０

０ と の 通 信 を な す 送 信 部 ２ ０ １ と 受 信 部 ２ ０ ２ と を 有 す る 通 信 手 段 ２ ０ ０ が 付 加 さ れ 、 ロ

ボ ッ ト Ｒ が 遠 隔 制 御 装 置 １ ０ ０ に よ り 遠 隔 操 作 可 能 と さ れ て い る 。

【 ０ １ ３ ２ 】

　 遠 隔 制 御 装 置 １ ０ ０ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク Ｎ 、 例 え ば イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て ロ ボ ッ ト Ｒ を

遠 隔 制 御 す る も の と さ れ る 。

【 ０ １ ３ ３ 】

遠 隔 制 御 装 置 １ ０ ０ は 、 具 体 的 に は 図 ３ ７ に 示 す よ う に 、 デ ー タ ベ ー ス １ ０ １ と 、 送 信 部

１ １ １ と 受 信 部 １ １ ２ と を 含 む 通 信 手 段 １ １ ０ と 、 音 声 信 号 を 文 字 デ ー タ に 変 換 す る 音 声

・ 文 字 変 換 手 段 １ ２ ０ と 、 変 換 さ れ た 文 字 デ ー タ に 対 し あ ら か じ め 設 定 さ れ た キ ー ワ ー ド

を 参 照 し て 独 居 老 人 の 心 理 状 態 を 分 析 す る 心 理 状 態 分 析 手 段 １ ３ ０ と 、 分 析 さ れ た 心 理 状

態 に 対 応 し た 応 答 メ ッ セ ー ジ を サ ン プ ル メ ッ セ ー ジ を 参 照 し て 作 成 す る 応 答 メ ッ セ ー ジ 作

成 手 段 １ ４ ０ と 、 応 答 メ ッ セ ー ジ を 音 声 信 号 に 変 換 す る 文 字 ・ 音 声 変 換 手 段 １ ５ ０ と 、 ロ

ボ ッ ト Ｒ に 設 け ら れ た 撮 像 装 置 Ｖ に よ り 撮 像 さ れ て 送 信 さ れ て き た 画 像 を デ ー タ ベ ー ス １

０ １ の 画 像 と の パ タ ー ン マ ッ チ ン グ を し て 独 居 老 人 の 状 態 を 判 定 す る 状 態 判 定 手 段 １ ６ ０

と 、 判 定 さ れ た 独 居 老 人 の 状 態 に 対 応 し た ロ ボ ッ ト Ｒ の 動 作 を デ ー タ ベ ー ス １ ０ １ に 格 納
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さ れ て い る 動 作 パ タ ー ン デ ー タ を 参 照 し な が ら 策 定 す る ロ ボ ッ ト 動 作 策 定 手 段 １ ７ ０ と 、

ロ ボ ッ ト 動 作 策 定 手 段 １ ７ ０ に よ り 策 定 さ れ た ロ ボ ッ ト 動 作 に 対 す る 動 作 指 令 を 作 成 す る

ロ ボ ッ ト 動 作 指 令 生 成 手 段 １ ８ ０ と を 有 し 、 ロ ボ ッ ト Ｒ に パ ー ト ナ ー 動 作 を さ せ る も の と

さ れ る 。

【 ０ １ ３ ４ 】

な お 、 か か る 各 手 段 含 む 遠 隔 制 御 装 置 １ ０ ０ は 、 通 信 機 能 を 有 す る パ ソ コ ン を 中 心 に 構 成

さ れ 、 同 パ ソ コ ン に 各 機 能 を 実 現 す る プ ロ グ ラ ム を 格 納 す る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。

【 ０ １ ３ ５ 】

　 次 に 、 か か る 構 成 と さ れ た 遠 隔 制 御 シ ス テ ム Ｒ Ｓ に お け る ロ ボ ッ ト Ｒ の 遠 隔 制 御 に つ い

て 説 明 す る 。

【 ０ １ ３ ６ 】

　 手 順 ２ １ ： ロ ボ ッ ト Ｒ は 、 遠 隔 制 御 装 置 １ ０ ０ か ら の 指 令 に 応 答 し て 撮 像 装 置 Ｖ に よ り

独 居 老 人 を 撮 像 す る と と も に マ イ ク Ｍ に よ り 音 声 を 収 録 す る 。

【 ０ １ ３ ７ 】

　 手 順 ２ ２ ： ロ ボ ッ ト Ｒ は 、 撮 像 装 置 Ｖ に よ り 撮 像 し た 画 像 お よ び マ イ ク Ｍ に よ り 収 録 し

た 音 声 を 遠 隔 制 御 装 置 １ ０ ０ に 送 信 す る 。

【 ０ １ ３ ８ 】

　 手 順 ２ ３ ： 遠 隔 制 御 装 置 １ ０ ０ は 、 受 信 し た 独 居 老 人 の 画 像 お よ び 音 声 か ら 独 居 老 人 の

状 態 を 判 定 す る 。

【 ０ １ ３ ９ 】

　 手 順 ２ ４ ： 遠 隔 制 御 装 置 １ ０ ０ は 、 判 定 し た 独 居 老 人 の 状 態 に 応 じ た 音 声 を 含 む ロ ボ ッ

ト Ｒ の 動 作 を 策 定 す る 。

【 ０ １ ４ ０ 】

　 手 順 ２ ５ ： 遠 隔 制 御 装 置 １ ０ ０ は 、 策 定 し た ロ ボ ッ ト Ｒ の 動 作 に 応 じ た ロ ボ ッ ト 動 作 指

令 を 生 成 す る 。

【 ０ １ ４ １ 】

　 手 順 ２ ６ ： 遠 隔 制 御 装 置 １ ０ ０ は 、 生 成 し た ロ ボ ッ ト 動 作 指 令 を ロ ボ ッ ト Ｒ に 送 信 す る

。

【 ０ １ ４ ２ 】

　 手 順 ２ ７ ： ロ ボ ッ ト Ｒ は 、 受 信 し た ロ ボ ッ ト 動 作 指 令 に 対 応 し た 動 作 指 令 値 を 生 成 す る

。

【 ０ １ ４ ３ 】

　 手 順 ２ ８ ： ロ ボ ッ ト Ｒ は 、 生 成 し た 動 作 指 令 値 に 基 づ い て 動 作 す る 。 例 え ば 、 「 今 日 は

、 誕 生 日 で す ね 。 誕 生 日 お め で と う ご ざ い ま す 。 」 と の 音 声 を ス ピ ー カ ー Ｐ か ら 流 す と と

も に 、 図 １ ７ に 示 す 喜 び の 動 作 を す る 。

【 ０ １ ４ ４ 】

こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 遠 隔 制 御 装 置 １ ０ ０ に よ り ロ ボ ッ ト Ｒ を 遠 隔 制 御 し て

い る の で 、 ロ ボ ッ ト Ｒ の 大 型 化 を 回 避 し な が ら よ り 独 居 老 人 の 状 態 に 対 応 し た 動 作 を ロ ボ

ッ ト Ｒ に さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ １ ４ ５ 】

ま た 、 デ ー タ 格 納 部 の 格 納 容 量 に 特 に 制 限 を 設 け る 必 要 が な い の で 、 独 居 老 人 の き め 細 か

な 状 態 デ ー タ を 格 納 で き 、 よ り き め 細 か な 対 応 が 可 能 と な る 。

【 ０ １ ４ ６ 】

実 施 形 態 ４

　 本 発 明 の 実 施 形 態 ４ を 図 ３ ８ に 示 す 。 実 施 形 態 ４ は 実 施 形 態 ３ を 改 変 し て な る も の で あ

っ て 、 遠 隔 制 御 装 置 １ ０ ０ に モ ニ タ ー と し て の 画 像 表 示 装 置 Ｇ と 、 キ ー ボ ー ド な ど の 入 力

装 置 Ｉ と 、 音 声 出 力 装 置 Ｋ と を 付 設 す る と と も に 、 遠 隔 制 御 装 置 １ ０ ０ 内 部 に 画 像 表 示 装

置 Ｇ 、 音 声 出 力 装 置 Ｋ お よ び 入 力 装 置 Ｉ と の 信 号 の 遣 り 取 り 司 る 入 出 力 処 理 手 段 １ ０ ３ を

付 加 し て な る も の と さ れ る 。

【 ０ １ ４ ７ 】

10

20

30

40

50



(18) JP  6530906  B2  2019.6.12

　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 画 像 表 示 装 置 Ｇ と 音 声 出 力 装 置 Ｋ と 入 力 装 置 Ｉ と

を 遠 隔 制 御 装 置 １ ０ ０ に 付 設 し て い る の で 、 介 護 福 祉 士 な ど の 介 護 関 係 者 が 画 像 表 示 装 置

Ｇ に よ り 表 示 さ れ た 独 居 老 人 の 動 作 や 、 音 声 出 力 装 置 Ｋ に よ り 出 力 さ れ た 声 な ど を 参 考 に

し な が ら 、 入 力 装 置 Ｉ を 介 し て ロ ボ ッ ト 動 作 策 定 手 段 に よ り 策 定 さ れ た 動 作 を 修 正 す る こ

と が で き る の で 、 き め 細 か な 対 応 が 可 能 と な る 。

【 ０ １ ４ ８ 】

　 以 上 、 本 発 明 を 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 し て き た が 、 本 発 明 は か か る 実 施 形 態 に 限 定 さ

れ る も の の で は な く 、 種 々 改 変 が 可 能 で あ る 。

【 ０ １ ４ ９ 】

　 例 え ば 、 本 実 施 形 態 で は 撮 像 装 置 Ｖ は 胴 部 ３ 正 面 に 一 台 設 け ら れ て い る が 、 胴 部 ３ の 左

右 に 設 け ら れ る よ う に さ れ て も よ い 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ １ ５ ０ 】

　 本 発 明 は ロ ボ ッ ト 産 業 お よ び 介 護 産 業 に 適 用 で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ １ ５ １ 】

　 　 １ 　 　 　 頭 部

　 ２ 　 　 　 頸 部

２ ａ 　 　 頸 部 上 部

２ ｂ 　 　 頸 部 本 体

　 　 ３ 　 　 　 胴 部

　 　 ３ ａ 　 　 載 置 部

３ ｂ 　 　 撮 像 窓

３ ｃ 　 　 主 胴

３ ｄ 　 　 下 部 胴

３ ｄ １ 　 底 板

３ ｅ 　 　 襟

　 ４ 　 　 　 底 部

５ 　 　 　 台 座

５ ａ 　 　 底 部 受 け 部

　 ６ 　 　 　 内 部 構 成 要 素

１ ０ 　 　 　 駆 動 機 構

１ ０ Ａ 　 　 駆 動 機 構

２ ０ 　 　 　 制 御 装 置

２ ０ Ａ 　 　 制 御 装 置

２ １ 　 　 　 入 力 部

２ ２ 　 　 　 デ ー タ 格 納 部

２ ３ 　 　 　 プ ロ グ ラ ム 格 納 部

２ ４ 　 　 　 演 算 処 理 部

２ ４ ａ 　 　 状 態 判 定 手 段

２ ４ ｂ 　 　 動 作 パ タ ー ン 選 択 手 段

２ ４ ｃ 　 　 音 声 パ タ ー ン 選 択 手 段

２ ５ 　 　 　 出 力 信 号 生 成 部

２ ６ 　 　 　 出 力 部

３ ０ 　 　 　 頭 部 傾 動 機 構

３ ０ Ａ 　 　 頭 部 傾 動 機 構

３ １ 　 　 　 頭 部 前 後 動 機 構

３ １ ａ 　 　 頭 部 前 後 動 体 支 持 部 材

３ １ ｂ 　 　 頭 部 前 後 動 モ ー タ

３ １ ｃ 　 　 減 速 機 構

10

20

30

40

50



(19) JP  6530906  B2  2019.6.12

３ １ ｄ 　 　 頭 部 前 後 動 体

３ １ ｆ 　 　 底 板

３ １ ｇ 　 　 起 立 板

３ １ ｈ 　 　 回 動 軸

３ １ ｉ 　 　 底 板

３ １ ｊ 　 　 前 側 板

３ １ ｋ 　 　 後 側 板

３ １ ｍ 　 　 連 結 板

３ ２ 　 　 　 頭 部 左 右 動 機 構

３ ２ ａ 　 　 頭 部 左 右 動 モ ー タ

３ ２ ｂ 　 　 減 速 歯 車

３ ２ ｃ 　 　 回 動 軸

３ ２ ｄ 　 　 頭 部 左 右 動 体

３ ２ ｅ 　 　 後 側 起 立 板

３ ２ ｆ 　 　 前 側 起 立 板

３ ２ ｇ 　 　 上 板

３ ２ ｈ 　 　 頭 部 外 殻 取 付 用 部 材

３ ２ ｍ 　 　 主 支 持 体

３ ６ 　 　 　 頭 部 回 動 機 構

３ ６ ａ 　 　 頭 部 回 動 板

３ ６ ｂ 　 　 頭 部 回 動 軸

３ ６ ｂ Ｕ 　 上 部 分 割 体

３ ６ ｂ Ｌ 　 下 部 分 割 体

３ ６ ｃ 　 　 頭 部 回 動 モ ー タ

３ ６ ｄ 　 　 減 速 歯 車

３ ６ ｅ 　 　 頭 部 回 動 軸 支 持 ブ ロ ッ ク 体

３ ６ ｆ 　 　 基 部 ブ ロ ッ ク 体

３ ６ ｇ 　 　 頸 部 載 置 部 材

３ ６ ｈ 　 　 ベ ー ス 板

３ ６ ｉ 　 　 支 柱

３ ６ ｊ 　 　 胴 取 付 部 材

３ ６ ｋ 　 　 ベ ー ス 板 支 持 支 柱

３ ６ ｍ 　 　 撮 像 装 置 支 持 板

３ ７ ａ 　 　 頭 部 傾 動 左 側 モ ー タ

３ ７ ｂ 　 　 頭 部 傾 動 右 側 モ ー タ

３ ７ ｃ 　 　 頭 部 傾 動 ブ ロ ッ ク 体

３ ７ ｄ 　 　 傾 動 ブ ロ ッ ク 体 支 持 部 材

３ ７ ｅ 　 　 駆 動 ワ イ ヤ

３ ７ ｆ 　 　 左 前 駆 動 ワ イ ヤ

３ ７ ｇ 　 　 左 後 駆 動 ワ イ ヤ

３ ７ ｈ 　 　 右 前 駆 動 ワ イ ヤ

３ ７ ｉ 　 　 右 後 駆 動 ワ イ ヤ

３ ７ ｊ 　 　 プ ー リ ー

３ ７ ｊ １ 　 ワ イ ヤ ガ イ ド

３ ７ ｋ 　 　 上 傾 動 板

３ ７ ｍ 　 　 下 傾 動 板

３ ７ ｎ 　 　 接 合 部 材

３ ７ ｐ 　 　 誘 導 路

３ ７ ｑ 　 　 上 支 持 板

３ ７ ｒ 　 　 支 持 支 柱
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３ ７ ｓ 　 　 下 支 持 板

３ ８ 　 　 　 頭 部 回 動 機 構

３ ８ ａ 　 　 頭 部 回 動 モ ー タ

３ ８ ｂ 　 　 頭 部 回 動 軸

３ ８ ｃ 　 　 回 動 力 伝 達 機 構

３ ８ ｄ 　 　 タ イ ミ ン グ ベ ル ト

３ ８ ｅ 　 　 モ ー タ 側 タ イ ミ ン グ プ ー リ ー

３ ８ ｆ 　 　 回 動 軸 側 タ イ ミ ン グ プ ー リ ー

３ ８ ｇ 　 　 当 接 部 材

３ ８ ｈ 　 　 補 強 部 材

３ ８ ｉ 　 　 頸 部 支 持 部 材

３ ９ 　 　 　 頭 部 回 動 機 構

４ ０ 　 　 　 胴 部 傾 動 機 構

４ ０ Ａ 　 　 胴 部 傾 動 機 構

４ １ 　 　 　 胴 部 前 後 動 機 構

４ １ ａ 　 　 胴 部 前 後 動 体

４ １ ｂ 　 　 胴 部 前 後 動 モ ー タ

４ １ ｃ 　 　 減 速 歯 車

４ １ ｄ 　 　 支 持 ブ ロ ッ ク 体

４ １ ｅ 　 　 モ ー タ 取 付 部 材

４ １ ｆ 　 　 回 動 軸

４ ２ 　 　 　 胴 部 左 右 動 機 構

４ ２ ａ 　 　 胴 部 左 右 動 体

４ ２ ｂ 　 　 胴 部 左 右 動 モ ー タ

４ ２ ｃ 　 　 減 速 歯 車

４ ２ ｄ 　 　 胴 部 左 右 動 体 支 持 ブ ロ ッ ク 体

４ ２ ｅ 　 　 回 動 軸

４ ２ ｆ 　 　 前 部 支 持 板

４ ２ ｇ 　 　 後 部 支 持 板

４ ５ 　 　 　 胴 部 前 後 動 機 構

４ ５ ａ 　 　 胴 部 前 後 動 モ ー タ

４ ５ ｂ 　 　 プ ー リ ー

４ ６ 　 　 　 胴 部 左 右 動 機 構

４ ６ ａ 　 　 胴 部 左 右 動 モ ー タ

４ ６ ｂ 　 　 プ ー リ ー

４ ７ 　 　 　 駆 動 ワ イ ヤ

４ ７ ａ 　 　 前 側 駆 動 ワ イ ヤ

４ ７ ｂ 　 　 後 側 駆 動 ワ イ ヤ

４ ７ ｃ 　 　 左 側 駆 動 ワ イ ヤ

４ ７ ｄ 　 　 右 側 駆 動 ワ イ ヤ

４ ８ 　 　 　 モ ー タ 側 ワ イ ヤ ガ イ ド

４ ９ 　 　 　 ワ イ ヤ ガ イ ド ブ ロ ッ ク 体

４ ９ ａ 　 　 ワ イ ヤ ガ イ ド 板

４ ９ ｂ 　 　 ワ イ ヤ ガ イ ド ロ ー ラ ー

４ ９ ｃ 　 　 ロ ー ラ ー 取 付 部 材

４ ９ ｄ 　 　 透 孔

４ ９ ｅ 　 　 ワ イ ヤ 挿 通 孔

４ ９ ｆ 　 　 固 定 用 透 孔

４ ９ ｇ 　 　 固 定 用 突 片

５ ０ 　 　 　 主 支 持 体
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５ １ 　 　 　 パ イ プ

１ ０ ０ 　 　 　 遠 隔 制 御 装 置

１ ０ １ 　 　 　 デ ー タ ベ ー ス

１ ０ ３ 　 　 　 入 出 力 処 理 手 段

１ １ ０ 　 　 　 通 信 手 段

１ １ １ 　 　 　 送 信 部

１ １ ２ 　 　 　 受 信 部

１ ２ ０ 　 　 　 音 声 ・ 文 字 変 換 手 段

１ ３ ０ 　 　 　 心 理 状 態 分 析 手 段

１ ４ ０ 　 　 　 応 答 メ ッ セ ー ジ 作 成 手 段

１ ５ ０ 　 　 　 文 字 ・ 音 声 変 換 手 段

１ ６ ０ 　 　 　 状 態 判 定 手 段

１ ７ ０ 　 　 　 ロ ボ ッ ト 動 作 策 定 手 段

１ ８ ０ 　 　 　 ロ ボ ッ ト 動 作 指 令 生 成 手 段

２ ０ ０ 　 　 　 通 信 手 段

２ ０ １ 　 　 　 送 信 部

２ ０ ２ 　 　 　 受 信 部

Ｒ 　 　 　 　 　 ロ ボ ッ ト

Ｂ 　 　 　 　 　 バ ッ テ リ ー

Ｓ 　 　 　 　 　 外 殻

Ｓ １ 　 　 　 　 頭 部 外 殻

Ｓ ２ 　 　 　 　 頸 部 外 殻

Ｓ ２ ａ 　 　 　 頸 部 外 殻 上 部

Ｓ ２ ｂ 　 　 　 頸 部 外 殻 本 体

Ｓ ３ 　 　 　 　 胴 部 外 殻

Ｓ ３ ａ 　 　 　 胴 部 外 殻 上 部

Ｓ ３ ｂ 　 　 　 胴 部 外 殻 下 部

Ｓ ３ ｃ 　 　 　 主 胴 外 殻

Ｓ ３ ｄ 　 　 　 下 部 胴 外 殻

Ｓ ３ ｅ 　 　 　 襟 外 殻

Ｓ ４ 　 　 　 　 底 部 外 殻

Ｄ 　 　 　 　 　 原 点 セ ン サ

Ｅ 　 　 　 　 　 眼

Ｍ 　 　 　 　 　 マ イ ク

Ｐ 　 　 　 　 　 ス ピ ー カ ー

Ｔ 　 　 　 　 　 タ イ マ ー

Ｖ 　 　 　 　 　 撮 像 装 置

Ｒ Ｓ 　 　 　 　 遠 隔 制 御 シ ス テ ム

Ｎ 　 　 　 　 　 ネ ッ ト ワ ー ク

Ｇ 　 　 　 　 　 画 像 表 示 装 置

Ｉ 　 　 　 　 　 入 力 装 置

Ｋ 　 　 　 　 　 音 声 出 力 装 置

Ｕ Ｊ 　 　 　 　 ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト

Ｓ Ｐ 　 　 　 　 ス プ リ ン グ

Ｆ Ｂ 　 　 　 　 胴 前 後 動 部

Ｌ Ｒ 　 　 　 　 胴 左 右 動 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】
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【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】
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【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】 【 図 ２ ９ 】
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【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】



(29) JP  6530906  B2  2019.6.12

【 図 ３ ４ 】 【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】 【 図 ３ ７ 】
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【 図 ３ ８ 】
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